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【
要
約
目
　
チ
ベ
ッ
ト
の
ダ
ル
マ
王
の
存
在
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
史
上
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
が
、
そ
の
在
位
年
次
は
従
来
諸
説
紛
々
と
し
て
帰
す
る
と
こ

ろ
が
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
は
中
国
、
チ
ベ
ッ
ト
両
国
の
文
献
の
こ
れ
に
関
す
る
記
載
が
不
　
致
な
と
こ
ろ
が
ら
来
て
い
る
。
し
か
し
申
国
文
献
を
仔
細
に

検
討
す
る
と
、
実
は
補
国
史
の
誤
っ
た
記
述
が
新
唐
書
、
資
治
通
鑑
に
採
用
さ
れ
、
そ
れ
が
チ
ベ
ッ
ト
側
瓢
箪
に
そ
の
ま
ま
灘
入
さ
れ
た
た
め
に
混
乱
が
起

つ
た
の
で
あ
る
。
ダ
ル
マ
王
の
在
位
年
次
は
八
四
一
一
八
四
六
年
と
す
る
の
が
正
し
く
、
膚
名
な
彼
の
廃
仏
は
八
四
三
年
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。
又
ダ
ル

マ
が
本
質
的
に
暴
貫
で
あ
る
と
す
る
従
来
の
説
も
甚
だ
疑
わ
し
い
こ
と
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。

一

　
紀
元
七
世
紀
の
初
頭
に
ソ
ソ
ツ
ェ
ソ
ガ
ム
ポ
ω
目
。
費
げ
富
9
昌
。
。
σ
q
節
日

や
。
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
た
古
代
チ
ベ
ヅ
ト
建
国
は
八
世
紀
の
中
頃

に
は
ダ
ル
マ
王
O
鶏
目
ρ
〈
伽
び
錠
ヨ
騨
の
死
と
ど
も
に
崩
壊
し
、
中

世
の
分
裂
割
拠
の
状
勢
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
チ
ベ
ッ
ト
伝

承
に
よ
れ
ば
、
ダ
ル
マ
王
は
二
仏
主
義
者
で
仏
教
を
弾
圧
し
た
た
め

に
仏
僧
ラ
ル
ソ
・
ペ
ル
ギ
ド
ル
ジ
ェ
U
げ
ρ
ぎ
け
U
℃
巴
σ
Q
旨
a
o
ユ
㊦

に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
た
と
い
う
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
史
上
か
ら
は
こ
の

王
の
前
の
時
代
を
前
期
弘
通
段
○
羅
島
9
・
目
と
呼
び
、
後
の
そ
れ
を
後

期
弘
通
唱
げ
）
誌
山
貧
と
呼
ん
で
い
る
。
従
っ
て
ダ
ル
マ
王
は
チ
ベ
ヅ

ト
仏
教
史
で
は
文
字
通
リ
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ソ
グ
な
存
在
で
あ
る
に

拘
ら
ず
、
そ
の
在
位
年
代
に
つ
い
て
は
諸
学
老
の
間
で
説
は
一
定
せ

ず
、
未
だ
に
チ
ベ
ッ
ト
史
上
の
難
問
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
試
み

に
最
近
の
諸
氏
の
説
を
挙
げ
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

一
、
　
ペ
テ
ッ
ク

ニ
、
ト
ゥ
ッ
チ

や
。
。
）

八
三
六
一
八
四
二
年
（
ω
○
ピ
．
唱
や
Q
。
ど
Q
。
鱒
）

？
一
八
四
二
又
は
八
四
六
年
目
↓
日
国
・
や
誌
聯

↓
℃
ω
“
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三
、
青
木
文
教
　
八
四
一
一
九
〇
一
年
（
o
り
国
8
”
や
や
日
－
①
o
。
）

　
四
、
中
根
千
枝
　
八
三
六
－
八
四
一
年
（
年
代
基
準
一
八
九
頁
）

　
五
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ス
ン
　
八
四
一
－
短
期
間
（
6
舅
も
℃
．
①
。
。
鳥
ω
）

　
諸
氏
の
間
で
こ
の
よ
う
な
説
の
相
違
の
あ
る
の
は
そ
の
拠
っ
て
用

い
た
史
料
と
と
電
に
そ
れ
に
対
す
る
批
判
の
仕
方
が
異
っ
て
い
る
た

め
で
あ
る
が
、
殊
に
後
者
三
綱
に
不
一
致
が
あ
る
の
は
、
年
代
論
を

正
面
か
ら
取
上
げ
た
研
究
で
あ
る
だ
け
に
奇
異
の
感
に
打
た
れ
ざ
る

を
得
な
い
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
曾
て
私
も
先
学
の
安
倉
に
付

し
て
、
中
根
氏
と
同
様
の
説
を
出
し
た
。
し
か
し
現
在
で
は
こ
れ
ら

の
説
は
、
私
の
も
の
も
含
め
て
皆
誤
っ
て
お
り
、
実
は
八
四
一
一
八

四
六
年
の
在
位
と
考
え
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
と
の
見
解
に
到
達

し
た
。
こ
こ
に
私
見
を
述
べ
て
大
方
の
批
判
を
請
い
た
い
と
思
う
が
、

尤
も
本
来
な
れ
ば
、
右
の
諸
説
を
批
判
し
た
上
で
自
ら
の
見
解
を
述

べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
今
は
そ
れ
を
略
し
、
必
要
に
応
じ
て
他
説

に
言
及
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
さ
て
ダ
ル
マ
王
の
在
位
年
次
の
決
定
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
も
必

要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
　
彼
の
残
後
ア
テ
ィ
シ
ャ
》
什
ぢ
卑
が
一
〇
四

二
年
に
入
蔵
し
て
中
央
チ
ベ
ヅ
ト
の
仏
教
を
復
興
す
る
ま
で
の
間
、

チ
ベ
ッ
ト
史
は
殆
ど
粛
白
で
あ
り
、
こ
の
閥
の
事
件
及
び
そ
の
年
代

を
如
何
に
配
麗
す
る
か
と
い
う
こ
と
か
ら
も
是
非
明
か
に
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
レ
ー
リ
ッ
ヒ
氏

Ω
①
o
円
σ
q
①
翼
・
菊
。
①
瓢
。
げ
が
テ
プ
ゴ
ソ
の
英
訳
、
注
釈
を
作
成
す
る

に
当
り
、
テ
プ
ゴ
ソ
が
こ
の
期
間
内
に
、
干
支
に
よ
る
六
十
週
年
を

一
回
脱
落
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
反
っ
て
問
題
を
一
層
困
難
な

も
の
に
し
た
。
と
い
う
の
は
従
来
史
料
の
不
足
の
た
め
、
こ
の
期
間

を
若
干
の
事
件
で
繋
ぐ
の
さ
え
困
難
な
の
に
、
更
に
そ
れ
が
六
十
年

を
増
し
て
く
る
と
そ
れ
ら
の
僅
の
事
件
は
一
層
引
伸
ば
さ
れ
て
巧
に

リ
ン
ク
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
作
業
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
か

ら
で
あ
る
。
勿
論
レ
ー
リ
ッ
ヒ
氏
は
自
ら
そ
の
空
白
を
埋
め
る
た
め

の
年
代
、
事
件
の
配
列
等
を
種
々
考
え
て
は
い
る
が
、
し
か
し
そ
れ

は
テ
プ
ゴ
ソ
内
部
で
の
解
決
で
あ
り
、
歴
史
上
の
事
実
決
定
に
は
な

っ
て
い
な
い
。
　
青
木
、
　
中
根
両
氏
の
研
究
は
、
　
こ
の
問
題
を
史
実

と
し
て
解
決
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ス
ソ
氏

出
畠
国
．
男
8
げ
錠
α
ω
o
φ
の
研
究
も
同
様
な
匿
的
の
下
に
書
か
れ
、
特

に
後
半
は
、
青
木
氏
の
ダ
ル
マ
に
関
す
る
年
代
論
の
相
当
詳
細
な
批

判
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
こ
こ
で
ダ
ル
マ
の
死
か
ら
ア
テ
ィ
シ
ャ
の
入
定
ま
で
の
空
白
を

埋
め
る
こ
と
は
当
面
の
目
的
で
は
な
い
の
で
省
く
が
、
ダ
ル
マ
の
在
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位
年
次
を
明
か
に
す
る
こ
と
は
解
決
の
発
端
を
作
る
こ
と
に
も
な
る

の
で
、
こ
の
際
是
非
確
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
従
来
こ
の
問
題
研
究
に
使
用
さ
れ
た
文
献
は
チ
ベ
ッ
ト

側
で
は
種
女
の
チ
皿
エ
ジ
ュ
ソ
類
、
中
国
側
で
は
両
気
書
、
論
題
の

類
で
あ
っ
た
。
特
に
中
国
文
献
は
一
般
的
に
い
え
ば
係
年
が
正
確
で

あ
る
た
め
、
そ
の
重
要
性
が
充
分
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
実
は
こ
の

場
合
に
限
っ
て
諸
書
の
聞
に
不
一
致
が
あ
り
、
更
に
そ
れ
は
チ
ベ
ッ

ト
側
の
チ
ョ
エ
ジ
ュ
ン
類
の
年
代
と
一
致
し
な
い
た
め
に
、
解
決
を

一
層
困
難
な
竜
の
に
し
て
い
た
。
し
か
し
実
は
私
見
に
よ
れ
ば
、
漢

文
漱
の
不
一
致
は
或
る
一
史
料
の
紛
込
み
の
た
め
に
起
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
整
理
す
れ
ば
、
権
威
あ
る
チ
ョ
エ
ジ
ュ
ソ
類
の
伝
承
と
は
全

く
一
致
し
て
矛
盾
な
く
解
釈
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

　
叙
述
の
都
合
上
、
先
ず
チ
ベ
ッ
ト
側
で
ど
の
よ
う
な
紀
年
が
あ
る

か
と
い
う
こ
と
か
ら
述
べ
て
み
よ
う
。
既
に
リ
ヂ
ャ
ー
ド
ス
ン
民
が

注
音
心
し
た
ご
と
く
、
チ
ベ
ッ
ト
側
の
伝
承
に
は
二
つ
あ
る
。
　
一
つ
は

テ
プ
ゴ
ソ
の
そ
れ
で
あ
り
、
一
つ
は
他
の
チ
ョ
エ
ジ
ュ
ソ
類
の
そ
れ

で
あ
る
（
8
舅
も
．
鵯
）
。

　
第
一
に
テ
プ
ゴ
ソ
で
あ
る
が
、
こ
の
書
は
カ
リ
カ
ツ
ゥ
　
区
げ
9
凱

湯
げ
ρ
書
評
一
即
ち
チ
ッ
ク
デ
ツ
ェ
ン
レ
ー
バ
チ
エ
ン
開
ぴ
鼠
σ
q
審
償
σ
q

置
①
げ
唇
ω
斜
口
二
巴
娼
餌
。
斜
φ
の
死
と
後
継
者
の
ダ
ル
マ
の
即
位
を

八
三
六
年
に
係
け
（
切
》
・
や
認
）
、
　
ダ
ル
マ
は
辛
酉
の
年
即
ち
八
四

一
年
に
彼
し
た
と
す
る
（
b
づ
鋭
や
器
）
。
　
従
来
は
テ
プ
ゴ
ソ
が
、
一

般
に
紀
年
に
つ
い
て
特
に
詳
し
く
記
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
紀
年
竜

頗
る
価
値
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
テ
プ
ゴ
ソ
自
身
が
断

っ
て
い
る
ご
と
く
、
こ
れ
ら
古
代
の
諸
王
に
関
す
る
紀
年
は
、
中
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

文
献
の
系
統
を
引
い
た
ウ
ラ
ン
史
の
記
載
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

チ
ベ
ッ
ト
本
来
の
伝
承
で
は
な
い
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
テ
プ
ゴ
ソ
の

紀
年
の
史
料
的
価
値
は
帯
心
味
な
い
も
の
と
し
て
取
上
げ
る
こ
と
は
止

め
た
い
。

　
第
二
に
そ
の
他
の
チ
ョ
エ
ジ
ュ
ソ
類
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
ラ
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

パ
ギ
ェ
ソ
ツ
ェ
ン
○
三
斜
σ
q
ω
℃
ρ
同
σ
Q
二
巴
ヨ
仲
ω
ゲ
9
瓢
か
ら
一
ス
ム
パ
ケ
ソ

ボ
ω
煽
露
唱
9
露
騨
げ
勲
ロ
も
○
に
至
る
ま
で
一
致
し
て
、
ダ
ル
マ
の
廃

仏
を
辛
酉
の
年
に
係
け
て
い
る
（
↓
囲
団
四
●
唱
．
①
刈
）
。
こ
の
辛
酉
の
年
が

八
四
一
年
で
あ
る
こ
と
は
諸
学
者
の
間
で
意
見
は
」
致
し
て
動
か
な

い
。
し
か
し
そ
の
即
位
及
び
死
に
関
し
て
は
干
支
を
説
さ
な
い
も
の

が
多
く
、
甚
し
き
は
チ
ッ
ク
デ
ツ
ェ
ソ
の
死
、
ダ
ル
マ
の
即
位
及
び

廃
仏
が
す
べ
て
辛
酉
の
年
一
年
間
に
行
わ
れ
た
ご
と
く
記
し
て
い
る

も
の
竜
あ
る
。
そ
こ
で
ど
の
チ
。
エ
ジ
ュ
ン
の
記
載
が
最
も
信
頼
に
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価
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
私
は
こ
の
際
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ト
ソ

を
取
上
げ
た
い
。

　
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ト
ソ
は
一
五
五
七
年
に
カ
ル
マ
パ
の
パ
ー
ウ
ォ
派
活

仏
パ
ー
ウ
ォ
ツ
グ
ラ
レ
ソ
ワ
U
℃
魯
げ
。
σ
q
汁
誓
α
q
貯
σ
q
言
ご
9
び
9

に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
生
の
史
料
を
そ
の
ま
ま
引

い
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
又
文
献
を
参
考
に
し
た
場
合
も
引
用
は
慎
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

で
、
必
ず
典
拠
を
明
か
に
し
て
い
る
。
尤
も
特
に
引
粥
し
た
こ
と
を

断
っ
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
こ
と
は
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
諸
書
の

間
に
不
一
致
の
な
い
た
め
に
、
客
観
的
事
実
と
し
て
特
に
パ
ー
ウ
ォ

自
身
が
説
明
す
る
必
要
を
認
め
な
か
っ
た
竜
の
で
あ
る
。
而
し
て
我

我
が
こ
こ
に
参
考
に
資
す
る
の
も
そ
の
よ
う
な
一
般
的
な
史
料
的
価

値
か
ら
で
は
な
く
、
実
は
当
面
の
問
題
に
関
す
る
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ト
ソ

の
紀
年
が
優
れ
て
確
実
な
文
献
に
よ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
彼
は
次
の
ご
と
く
い
う
（
勺
↓
■
噺
上
り
唱
■
　
一
ω
刈
　
餌
）
。

　
チ
レ
ー
類
ゲ
ユ
屈
巴
が
生
れ
鮎
衛
え
る
三
年
前
の
癸
未
の
年
に
チ
ダ
ル
マ
ウ

　
ド
ゥ
ム
ツ
ェ
ン
隅
財
ユ
島
P
吋
ヨ
ρ
諾
伽
β
ヨ
ぴ
紳
ω
9
降
は
生
れ
給
・
兄
り
で
：
：
・

　
三
十
九
歳
容
疑
の
年
に
王
位
に
即
か
れ
た
り
。

　
チ
レ
ー
は
チ
レ
ー
パ
チ
ェ
ン
麟
げ
ユ
壇
鶏
℃
ρ
o
曾
鐸
即
ち
チ
ツ
ク

デ
ツ
エ
ソ
で
あ
り
、
そ
の
生
年
は
、
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ト
ソ
で
は
丙
戌
の

年
（
八
〇
六
）
で
あ
る
（
℃
目
こ
P
や
葭
笛
即
）
。
　
ダ
ル
マ
は
そ
の
兄
と

し
て
癸
未
の
年
に
生
れ
た
と
い
う
か
ら
、
こ
の
年
は
当
然
八
○
筆
返

に
な
る
。
従
っ
て
彼
が
三
十
九
歳
で
即
位
し
た
と
い
う
辛
酉
の
年
は

必
然
的
に
八
四
一
年
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
又
い
う
（
℃
弱
．
一
9
”
℃
噸
一
Q
O
Φ
9
）
。

　
　
ツ
ェ
ン
ポ
、
　
ラ
ン
ダ
ル
マ
　
∩
鄭
ρ
》
伽
餌
可
融
β
ρ
は
王
位
に
六
年
目
仕
り
。
　
悶
【
十

　
　
四
歳
丙
寅
の
年
に
逝
か
れ
た
り
…
…
と
ロ
八
議
エ
チ
ェ
ン
モ
い
。
お
《
償
ω

　
　
o
げ
。
国
宝
。
に
述
べ
ら
れ
て
あ
り
。

　
八
四
一
年
か
ら
六
年
王
位
に
在
り
、
丙
寅
の
年
に
残
し
た
と
す
れ

ば
、
　
そ
れ
は
八
四
六
年
（
会
昌
六
年
）
と
な
る
。
　
こ
の
場
合
パ
ー
ウ

ォ
は
そ
の
紀
年
を
ロ
ギ
ュ
エ
チ
ェ
ン
モ
（
大
立
）
か
ら
得
た
こ
と
を

、
明
記
し
て
い
る
が
、
ロ
ギ
ュ
エ
チ
ェ
ソ
モ
と
は
一
体
如
何
な
る
文
献

で
あ
ろ
う
か
。

　
パ
ー
ウ
ォ
は
ケ
「
i
ぺ
！
ガ
ト
ソ
の
智
の
部
の
聞
取
傍
ハ
に
臼
門
ら
が
チ

ベ
ッ
ト
古
代
史
を
構
成
す
る
の
に
利
用
し
た
文
献
を
約
十
種
程
挙
げ

て
い
る
。
而
し
て
幸
な
こ
と
に
は
そ
の
十
種
の
う
ち
に
こ
の
ロ
ギ
ュ

エ
チ
ェ
ソ
モ
の
名
も
あ
る
の
で
あ
る
（
℃
押
罫
℃
■
H
置
び
）
。

ク
ト
ン
・
ツ
ォ
ン
ル
イ
ユ
ン
ド
ゥ
ン
の
ロ
ギ
ュ
エ
チ
ェ
ン
モ
又
は
ロ
ノ
ン

チ
ェ
ン
モ
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
。
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国
財
点
。
ゆ
8
p
切
算
。
。
o
浮
力
σ
q
d
自
ω
σ
q
－
理
博
ぴ
費
二
ψ
σ
q
一
ざ
冠
σ
q
上
馬
。
。
o
プ
。
欝

　
巳
9
ρ
彰
ざ
σ
q
昌
。
昌
。
げ
。
昌
巳
自
α
Q
噌
曽
σ
q
。
。
℃
ρ
＼

　
こ
れ
に
よ
っ
て
ロ
ギ
ュ
エ
チ
ェ
ソ
モ
は
ク
ト
ソ
の
著
作
で
あ
る
こ

と
が
分
る
が
、
　
こ
の
著
者
こ
そ
は
ジ
ョ
ウ
ォ
セ
ツ
ソ
　
｝
O
ぴ
○
ω
o

σ
富
自
譜
の
高
弟
で
、
曾
て
ロ
ム
ト
ソ
煽
σ
穏
。
営
霧
。
⇔
と
と
も
に
ア

テ
ィ
シ
ャ
を
ガ
ー
リ
翼
募
炉
ユ
。
。
に
迎
え
に
行
き
（
ゆ
鋭
電
．
。
。
・
。
b
ω
）
、

後
に
ア
テ
ィ
シ
ャ
に
竜
親
し
く
教
を
受
け
た
ク
ト
ソ
・
ツ
ォ
ソ
ル
イ

　
　
　
　
④

ユ
ソ
ド
ゥ
ソ
（
一
〇
一
、
一
一
一
〇
七
五
）
に
絹
…
違
な
い
。
彼
は
ド
ゥ
メ
ル

○
暑
ヨ
。
境
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
ソ
ェ
ル
ナ
グ
・
タ
ソ
ボ
チ
エ
ω
2

旨
9
σ
q
8
げ
餌
び
唱
O
o
げ
①
の
寺
院
に
入
り
、
こ
こ
で
般
若
波
羅
蜜
を
講

説
し
、
弟
子
の
数
を
増
大
し
た
と
い
う
か
ら
（
じ
d
｝
も
．
O
ω
）
相
当
の

学
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
が
僧
院
長
と
な
っ
た
か
ど
う
か
は

明
記
が
な
い
が
、
彼
の
死
後
は
直
に
オ
ン
ボ
・
ジ
ュ
ソ
ネ
ー
ギ
ェ
ソ

ツ
ェ
ソ
　
d
び
O
昌
や
O
餌
ぴ
《
餌
ぴ
σ
q
雛
ρ
ω
同
σ
q
団
巴
諺
＄
げ
ρ
錯
が
確
実
に

僧
院
長
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
多
分
彼
も
そ
の
職
に
あ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
後
継
者
が
オ
ソ
ボ
（
甥
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
が
そ

れ
を
暗
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
彼
が
か
な
り
の
学
識
を

持
っ
た
ラ
マ
で
あ
り
、
そ
の
生
き
て
い
た
時
代
が
、
従
来
の
チ
諏
エ

ジ
ュ
ソ
の
作
者
の
誰
よ
り
も
ダ
ル
マ
の
在
世
に
近
い
こ
と
を
思
え
ば
、

ロ
ギ
ュ
エ
チ
ェ
ソ
モ
の
記
載
は
昼
鳶
貴
重
な
竜
の
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
況
し
て
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ト
ソ
は
ダ
ル
．
マ
の
二
子
の
系
統
及
び
そ

の
両
派
に
分
れ
て
の
抗
争
を
す
べ
て
年
代
入
り
で
述
べ
て
い
る
が

（
勺
づ
賢
弘
ω
り
㌣
置
O
ぴ
）
、
そ
れ
も
こ
の
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
に
お

　
　
　
　
　
　
⑤

い
て
お
や
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
我
々
は
、
チ
ベ
ッ
ト
側
に
お
い
て
愚
収
も
古
く
、
風
脚
も
権
…
威

の
あ
る
年
代
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
即
ち
ダ
ル
マ
は
、

　
八
〇
三
年
（
貞
元
ナ
九
年
）
に
生
れ
、

　
八
四
一
年
（
会
畠
元
年
）
に
即
位
し
、

　
八
四
六
年
（
監
護
六
年
）
に
死
し
た
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
年
次
が
果
し
て
中
国
側
の
交
野
と
一
致
す

る
か
ど
う
か
。

二

　
漢
文
献
の
う
ち
で
こ
れ
に
関
し
最
も
よ
く
用
い
ら
れ
る
の
は
手
伝

及
び
通
鑑
で
あ
る
か
ら
、
次
に
こ
れ
ら
の
一
二
書
の
記
載
を
掲
げ
よ
う
。

一
、
垂
髪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
会
昌
二
年
、
賛
旧
卒
、
十
二
月
遣
論
賛
等
来
告
哀
、
詔
以
連
作
少
子
李
環

　
弔
祭
之
。
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二
、
新
点

　
　
〔
年
月
不
盟
〕
賛
普
死
、
以
弟
達
磨
爾
。

　
会
昌
二
年
、
賛
普
死
、
論
賛
熱
等
来
告
、
天
子
命
二
二
監
李
環
弔
綱
、
無

　
子
、
以
妃
紺
三
兄
尚
延
力
子
乞
二
胡
為
賛
普
。

三
、
門
鑑

　
　
〔
開
成
三
年
〕
是
歳
、
吐
蕃
郵
泰
賛
普
（
1
ー
チ
ッ
ク
デ
ツ
ェ
ン
）
卒
、
弟

　
達
磨
立
。

　
　
〔
会
昌
二
年
十
二
月
〕
二
三
、
吐
蕃
遣
国
王
論
三
熱
、
来
告
達
磨
賛
普
之

　
喪
、
初
吐
蕃
達
暦
暗
事
有
俵
幸
之
臣
、
以
為
相
、
達
磨
卒
、
無
子
、
接
着

　
立
其
妃
斜
月
兄
尚
延
力
之
子
乞
離
胡
、
為
賛
普
。

右
の
・
更
料
の
う
ち
仙
弟
一
の
賑
伝
の
文
は
、
　
長
慶
会
盟
（
八
一
二
一
八

ニ
ニ
）
の
記
事
に
引
続
き
、
　
二
　
二
の
使
者
の
往
来
を
述
べ
た
後
に
書

込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
当
然
こ
の
賛
普
は
チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ソ
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
益
し
て
旧
伝
に
は
ダ
ル
マ
に
つ
い
て
は
こ
の
後
も

何
等
記
す
と
こ
ろ
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
第
二
の
古
伝
の
文
に
な
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

長
慶
会
盟
の
記
事
の
後
に
、
太
和
五
年
の
悉
憧
謀
の
事
件
が
あ
の
、

そ
れ
に
続
い
て
こ
の
文
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
と
き
残
し
た

賛
普
も
当
然
チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ソ
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
そ
の
後
は
ダ
ル

マ
が
嗣
い
だ
の
で
あ
り
、
従
っ
て
会
轟
二
年
（
八
四
二
）
に
死
ん
だ

ツ
ェ
ソ
ポ
は
ダ
ル
マ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
同
じ
年
で
あ
り
な
が
ら

死
ん
だ
ツ
ェ
ン
ポ
は
旧
伝
の
そ
れ
と
は
別
人
に
な
る
。
そ
の
上
注
意

す
べ
き
は
こ
の
二
人
の
ツ
ェ
ソ
ポ
の
交
代
は
何
時
と
い
う
年
次
が
明

か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
三
の
通
鑑
は
編
年
体
の
史
書

で
あ
る
か
ら
こ
の
ツ
ェ
ソ
ポ
の
交
代
を
時
期
不
明
と
し
て
片
付
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
遡
鑑
は
ツ
ェ
ソ
ポ
の
交
代
を
開
成
三
年
（
八
三

八
）
に
係
け
、
ダ
ル
マ
の
死
は
や
は
り
会
昌
二
年
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
従
え
ば
ダ
ル
マ
の
即
位
、
死
は
八
三
八
、
八
四
二
年
と
な
り
、

口
伝
で
は
全
く
触
れ
ず
、
新
芋
で
は
不
明
に
さ
れ
た
紀
年
は
通
鑑
に

よ
っ
て
一
応
確
定
さ
れ
た
ご
と
く
見
え
る
。
少
く
と
竜
中
国
史
料
だ

け
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
場
合
通
鑑
の
紀
年
は
最
も
確
・
実
で
、

旧
伝
は
会
昌
二
年
の
前
に
あ
る
べ
き
ツ
鳳
ソ
ポ
の
交
代
を
脱
落
し
た

竜
の
の
ご
と
く
見
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
に
考
え
て
、
前
に
述
べ
た
ケ
！
ペ
ー
ガ
ト
ン

の
紀
年
と
対
照
す
る
と
、
中
国
側
の
記
す
年
代
と
は
余
り
に
も
絹
違

が
あ
り
過
ぎ
て
、
何
れ
が
真
実
か
我
々
は
帰
趨
に
迷
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
従
来
諸
学
者
の
説
が
不
一
致
で
あ
っ
た
の
は
全
く
こ
の
両
国
の

史
料
の
不
一
致
に
基
い
て
お
り
、
そ
の
間
に
何
等
か
の
調
整
を
求
め

て
一
応
の
解
釈
を
施
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
困
難
を
打
開
す
る
た
め
に
、
我
々
は
漢
文
献
の
再
検
討
、
特
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に
通
鑑
の
記
事
が
一
体
何
に
基
い
て
こ
の
紀
年
を
導
き
出
し
た
か
を

先
ず
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
通
鑑
の
開
成
三
年
の
ツ
ェ
ソ
ポ
交
代
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
司
馬

光
の
通
鑑
考
異
巻
二
十
一
開
成
三
年
の
条
に
は
次
の
ご
と
く
い
う
。

　
郵
泰
賛
普
卒
及
達
磨
立
、
突
録
血
書
、
旧
伝
、
続
会
要
皆
無
之
、
今
拠
補

　
国
史
。

　
即
ち
チ
ッ
ク
デ
ツ
ェ
ソ
と
ダ
ル
マ
の
交
代
は
文
宗
実
録
、
旧
説
、

雛
鉱
の
続
会
要
等
に
は
な
く
、
補
国
史
の
み
に
よ
っ
て
こ
れ
を
決
定

し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
当
時
唐
に
対
す
る
最
大
の
強
国
で

あ
っ
た
吐
蕃
の
ツ
エ
ソ
ポ
の
交
代
を
実
録
以
下
の
書
が
す
べ
て
脱
落

す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
八
二
一
1
八
工
二
年

の
長
内
会
盟
以
来
両
国
の
関
係
は
平
和
そ
の
も
の
で
あ
り
、
　
「
辺
候

婁
然
」
　
（
新
債
）
、
「
久
不
為
辺
患
」
　
（
通
鑑
謝
成
三
年
の
条
末
尾
）
と
記

さ
れ
る
程
で
あ
っ
た
の
に
、
ツ
ェ
ソ
ポ
の
交
代
を
告
げ
る
使
者
の
往

来
が
な
か
っ
た
と
は
到
底
信
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
戦
争
状
態
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

た
め
通
告
の
使
者
発
遣
が
多
少
遅
れ
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
無
通
告

で
あ
っ
た
こ
と
は
少
く
と
も
吐
蕃
に
関
す
る
限
り
一
代
を
通
じ
て
一

度
も
な
か
っ
た
。
従
っ
て
実
録
に
記
載
が
な
い
の
は
そ
う
い
う
事
実

が
な
か
っ
た
か
ら
で
、
旧
伝
、
続
会
要
は
そ
れ
に
従
っ
た
ま
で
で
あ

り
、
補
国
史
に
あ
っ
た
と
い
う
そ
の
記
載
は
何
等
か
の
誤
で
、
少
く

と
・
も
係
年
を
誤
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
引
続
い
て
会
昌
二
年
十
二
月
丁
寧
の
ダ
ル
マ
の
死
に
関
す
る
通
鑑

考
異
巻
二
十
一
の
文
を
見
よ
う
。

　
実
録
、
丁
卯
、
吐
蕃
職
階
卒
、
遣
使
告
喪
、
廃
朝
三
日
、
賛
普
論
難
三
十

　
余
年
、
有
心
疾
、
不
知
国
事
、
委
政
距
焉
、
命
将
作
少
監
李
環
、
為
弔
祭

　
使
、
拠
補
国
史
、
郵
泰
卒
後
、
又
有
達
磨
志
士
、
書
勝
義
者
達
磨
也
、
文

　
宗
実
録
、
夏
蚕
郵
千
島
普
卒
、
旧
伝
幽
思
会
要
亦
皆
無
達
磨
、
新
書
拠
補

　
国
史
、
疑
文
勢
実
録
瀾
略
、
故
奉
書
皆
因
而
誤
、
郵
泰
以
元
和
十
一
年

　
立
、
至
重
二
十
七
年
也
、
然
開
成
三
年
巳
卒
、
達
磨
立
歪
此
五
年
、
蒲
実

　
録
云
、
僅
三
十
年
、
亦
是
誤
以
達
磨
為
郵
泰
也
。

こ
の
文
は
分
り
難
い
と
思
う
の
で
、
説
明
的
に
次
に
翻
訳
し
て
み
よ

・
つ
。

　
　
〔
武
宗
〕
実
録
の
〔
会
昌
二
年
十
二
月
〕
丁
卯
の
条
に
、

　
　
吐
蕃
の
ツ
ェ
ン
ポ
が
卒
し
た
の
で
、
　
〔
吐
幕
は
〕
使
者
を
遣
し
〔
そ
の
〕

　
　
喪
を
通
告
し
て
ぎ
た
。
よ
っ
て
〔
唐
朝
で
は
〕
朝
政
を
三
日
間
停
止
し

　
　
　
〔
て
哀
悼
の
意
を
表
し
〕
た
。
ッ
ェ
ン
ポ
は
即
位
し
て
か
ら
三
十
余
年

　
　
近
く
〔
在
位
し
た
が
〕
心
臓
を
病
ん
で
お
り
、
国
政
を
摂
ら
ず
、
政
治

　
　
は
大
臣
に
委
せ
き
り
で
あ
っ
た
。
　
〔
朝
廷
で
は
〕
将
三
幅
監
の
李
環
に

　
　
弔
祭
使
を
命
じ
〔
て
行
か
せ
〕
た
。
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と
あ
る
。
補
国
史
に
よ
る
と
、
チ
ツ
ク
ヂ
ツ
ェ
ン
の
卒
し
た
後
に
ダ
ル
マ

　
ツ
ェ
ン
ポ
が
立
っ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
〔
会
畠
二
〕
年
に
卒
し
た
の
は

　
ダ
ル
マ
で
あ
る
。
文
臣
実
録
は
チ
ツ
ク
デ
ッ
ェ
ン
の
卒
を
記
し
て
い
ず
、

　
旧
唐
門
吐
　
番
伝
及
び
続
会
誌
も
亦
ダ
ル
マ
の
こ
と
は
〔
書
い
て
〕
い
な
い
。

　
新
唐
書
吐
蕃
伝
は
、
補
圏
史
〔
の
丈
〕
を
僑
じ
て
そ
れ
に
挺
り
、
交
宗
実

　
録
は
疎
略
の
た
め
に
記
載
を
欠
い
た
の
だ
と
見
て
い
る
。
従
っ
て
〔
旧
伝
、

　
続
会
要
等
の
〕
他
の
書
は
皆
〔
実
録
に
記
載
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
〕
よ

　
つ
て
誤
ら
．
れ
、
「
チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ン
は
一
兀
和
・
†
一
な
＋
に
即
位
し
、
こ
の
〔
会

　
昌
二
〕
年
ま
で
二
十
七
年
〔
聞
在
位
し
た
〕
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
し
か

　
し
チ
ツ
ク
デ
ツ
エ
ン
は
開
成
三
年
に
已
に
卒
し
て
い
る
か
ら
〔
つ
い
で
〕

　
ダ
ル
マ
が
即
位
し
て
か
ら
は
こ
の
会
昌
　
｝
年
ま
で
は
五
年
経
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
実
録
に
は
「
三
十
年
近
く
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
亦
ダ

　
ル
マ
を
チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ン
と
誤
っ
た
か
ら
で
〔
結
局
ダ
ル
マ
の
時
代
を
チ

　
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ン
の
時
代
に
含
め
て
し
ま
っ
た
の
で
〕
あ
る
。

　
こ
の
文
に
よ
っ
て
司
馬
光
の
解
釈
は
明
瞭
と
な
る
。
彼
は
補
国
史

ボ
ツ
エ
ソ
ポ
の
交
代
を
伝
え
て
い
る
の
を
、
実
録
以
下
の
書
に
書
か

れ
て
い
な
い
た
め
に
反
て
貴
重
な
史
料
と
考
え
た
。
而
し
て
こ
れ
を

採
っ
て
開
成
三
年
に
ツ
ェ
ソ
ポ
の
交
代
が
あ
り
、
ダ
ル
マ
が
立
っ
た

も
の
と
決
定
し
た
。
故
に
そ
の
後
の
会
畠
二
年
に
死
ん
だ
ツ
エ
ソ
ポ

竜
ダ
ル
マ
と
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
右
の
よ
う
に
考
異

に
お
い
て
彼
な
り
の
解
釈
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
彼
の
引
い
た
武
宗
実
録
の
丁
卯
の
条
の
「
吐
蕃
の
ツ
ェ

ソ
ポ
」
と
い
う
の
は
も
と
も
と
「
賛
普
」
と
あ
る
だ
け
で
、
そ
れ
を

ダ
ル
マ
と
考
え
た
の
は
司
馬
光
の
悩
人
的
な
解
釈
で
あ
る
。
又
新
伝

は
補
国
史
を
採
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
文
宗
実
録
に
記
載
が
な
い

の
は
そ
の
疎
略
の
た
め
だ
と
し
て
い
る
が
、
磯
伝
が
果
し
て
こ
の
と

き
補
国
史
を
全
面
的
に
信
用
し
た
か
ど
う
か
は
些
か
疑
わ
し
い
。
既

に
補
国
史
に
は
開
成
三
年
と
い
う
紀
年
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
に
拘

ら
ず
、
新
伝
は
そ
の
紀
年
を
明
か
に
し
て
い
な
い
。
新
鮮
は
チ
ツ
ク

デ
ツ
ェ
ン
に
続
く
ダ
ル
マ
の
存
在
は
確
に
信
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
交
代
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
実
録
そ
の
他
に
記
録
が
な

い
と
い
う
こ
と
で
補
国
史
の
紀
年
を
疑
い
、
故
意
に
そ
れ
を
落
し
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
結
論
を
急
ぐ
た
め
に
実
録
の
検
討
か
ら
始
め
よ
う
。
現
在
我
々
は

文
宗
実
録
も
武
宗
実
録
も
見
る
ご
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
の
書

の
内
容
は
や
は
勢
史
料
と
し
て
は
そ
の
価
値
は
第
一
等
の
も
の
で
あ

る
こ
と
は
疑
な
い
。
そ
れ
が
考
異
の
文
に
よ
る
と
、
開
成
三
年
の
ツ

ェ
ソ
ポ
交
代
の
記
事
を
載
せ
て
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
す
れ

ば
チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ソ
は
こ
の
と
き
死
ん
だ
の
で
は
な
く
引
続
き
ツ
ェ

39　（749）



ソ
ボ
の
位
に
あ
り
、
会
昌
二
年
に
至
っ
て
残
し
た
の
が
事
実
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ソ
は
元
和
十
年
（
八
一
五
）
に
即

位
し
（
古
代
史
二
七
一
二
八
頁
）
、
会
昌
二
年
（
実
は
元
年
翻
八
四
一
）
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と
ん
ど

で
二
十
七
年
間
位
に
在
っ
た
（
後
述
）
。
さ
れ
ば
こ
そ
実
録
に
は
「
僅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と
ん
ど

三
十
余
年
」
、
謬
伝
に
は
「
幾
三
十
年
」
在
位
し
た
と
あ
る
の
に
一
致

す
る
の
で
あ
る
。
　
開
成
三
年
（
八
三
八
）
で
あ
れ
ば
在
位
は
二
十
四

年
と
な
レ
「
ほ
と
ん
ど
三
十
年
」
の
語
感
に
は
程
遠
く
な
る
。
と
に

か
く
実
録
の
記
載
は
チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ソ
が
会
昌
二
年
頃
ま
で
三
十
年

近
く
在
位
し
た
こ
と
を
示
し
、
途
中
に
ダ
ル
マ
等
の
治
世
を
持
込
む

余
地
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
。

　
更
に
実
録
に
次
ぐ
重
要
文
献
で
あ
る
冊
府
を
見
よ
う
。
冊
府
巻
九

六
六
外
耳
懸
軍
襲
に
は
、
吐
蕃
の
正
統
を
略
説
し
た
文
が
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
に
、

　
天
宝
牽
四
載
、
賛
普
乞
黎
引
眉
猟
病
死
、
大
臣
立
詰
子
壷
悉
籠
猟
賛
為
賛

　
普
、
貞
元
十
三
年
卒
、
長
子
立
、
一
歳
卒
、
元
和
十
二
年
、
会
贔
二
年
、

　
皆
野
養
普
卒
来
雨
。

と
あ
る
。
こ
の
文
の
前
半
の
批
判
は
既
に
行
っ
て
い
る
の
で
こ
こ
で

は
述
べ
・
な
い
　
（
古
代
史
五
八
工
頁
）
。
　
後
半
の
文
は
貞
～
兀
十
ム
ニ
年
旧
以
後

の
ツ
ェ
ン
ポ
の
死
去
の
通
告
を
「
皆
」
挙
げ
て
い
る
が
、
や
は
り
元

和
十
二
年
中
ら
会
昌
二
年
の
問
ま
で
は
そ
の
よ
う
な
ツ
ェ
ソ
ポ
の
交

代
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
我
々
は
次
の
ご
と
く
断
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
新

山
は
補
国
史
の
記
事
に
迷
わ
さ
れ
て
些
か
躇
躇
し
な
が
ら
も
ダ
ル
マ

の
治
世
を
チ
ッ
ク
デ
ツ
ェ
ソ
の
治
世
の
中
に
持
込
ん
だ
が
た
め
に
、

会
昌
二
冊
子
ダ
ル
マ
が
残
し
た
ご
と
く
記
し
、
司
馬
光
も
補
国
史
の

記
載
を
信
じ
た
が
た
め
に
、
新
伝
以
外
の
他
の
書
は
す
べ
て
脱
落
が

あ
る
も
の
と
し
、
新
伝
と
同
様
チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ソ
の
末
期
数
年
閥
に

ダ
ル
マ
の
治
世
を
割
込
ま
せ
る
誤
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
と
。

三

　
と
こ
ろ
で
販
女
は
中
国
文
献
に
お
け
る
ツ
ェ
ン
ポ
の
交
代
を
会
昌

二
年
と
見
な
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
果
し
て
絶
対
に
正
し
い

か
ど
う
か
。
成
程
藁
葺
実
録
に
は
「
会
贔
二
年
十
二
月
丁
卯
」
に
ッ

ェ
ソ
ポ
の
死
は
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
文
を
仔
細
に
読
む

と
、
こ
の
日
付
は
決
し
て
ツ
エ
ソ
ポ
の
死
そ
の
竜
の
に
係
け
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
十
二
月
丁
卯
以
前
に
ツ
ェ
ソ
ポ
は
死
し
、

壁
蕃
は
使
者
を
以
て
そ
の
喪
を
通
告
し
、
廃
朝
が
三
日
行
わ
れ
た
、

而
し
て
将
作
少
監
の
李
環
が
弔
長
保
と
な
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
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ダルマ王の在位年次について（佐糠）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

が
丁
度
こ
の
臼
で
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
一
見
誤
解
さ

れ
や
す
い
書
方
は
中
国
文
献
の
常
習
で
あ
っ
て
他
の
ツ
ェ
ソ
ポ
の
場

合
も
殆
ど
こ
れ
と
変
ら
な
い
。
従
っ
て
ツ
ェ
ソ
ポ
の
死
そ
の
も
の
は

こ
の
日
付
よ
り
少
し
く
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
思
起
す
の
は
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ト
ン
に
チ
ッ
ク
デ
ツ
エ
ソ
の

死
を
辛
酉
の
年
（
八
四
一
、
会
昌
元
年
）
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
で
中
国
、
チ
ベ
ッ
ト
の
両
史
料
は
完
全
に
一
致
す
る
。
即
ち
チ

ツ
ク
デ
ツ
ェ
ソ
は
八
四
一
年
に
死
し
、
　
多
分
翌
八
四
二
年
（
会
昌
二

年
）
に
そ
の
通
告
の
使
者
は
唐
朝
に
到
養
し
、
同
年
十
二
月
丁
卯
に

本
ず
環
が
薦
”
祭
使
に
決
定
さ
れ
た
。
・
石
の
ご
と
く
実
㎞
録
と
ケ
ー
ペ
ー
ガ

ト
ソ
又
は
ロ
ギ
ュ
エ
チ
ェ
ソ
モ
の
吻
合
は
、
も
は
や
何
人
も
動
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
事
実
と
し
て
チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ソ
の
死
が
八
四
一
年

に
係
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ソ
の
死
は
直
に
ダ
ル
マ
の
即
位
に
繋
が
る
。
実
録

に
は
、
考
異
に
よ
る
限
り
、
八
四
一
の
チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ソ
の
死
は
報

ず
る
が
、
そ
の
後
継
老
が
誰
で
あ
る
か
は
何
等
述
べ
る
と
こ
ろ
が
な

い
。
こ
れ
に
従
う
旧
藩
竜
前
述
の
ご
と
く
後
継
老
に
つ
い
て
は
黙
し

て
何
竜
語
ら
な
い
。
唯
補
国
史
の
み
が
、
ダ
ル
マ
が
後
を
嗣
い
だ
こ

と
を
述
べ
、
そ
れ
な
漏
壷
、
通
鑑
は
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
補
国
史

は
ダ
ル
マ
に
関
す
る
係
年
を
確
に
誤
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
こ
と

は
ダ
ル
マ
の
存
在
を
疑
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
係
年
は
誤
っ
た
が

補
国
史
は
正
確
に
ダ
ル
マ
が
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
の
で
あ

る
。
而
し
て
そ
れ
は
チ
ベ
ッ
ト
側
の
文
献
と
も
完
全
に
一
致
す
る
の

で
あ
る
。

　
さ
て
そ
こ
で
ダ
ル
マ
は
何
年
ま
で
在
位
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
こ
の
問
題
は
も
は
や
中
国
文
献
か
ら
は
知
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
唯
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ト
ソ
に
よ
っ
て
の
み
そ
れ
を
八
四
六
年
と
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ト
ソ
の
み
で
は
砦
か
心
細

い
の
で
更
に
二
つ
の
史
料
を
こ
れ
に
加
え
よ
う
。

　
第
一
は
ギ
ャ
ボ
ヱ
の
記
載
で
あ
る
。
ギ
ャ
ボ
ェ
の
後
期
弘
通
の
章

に
は
、
ラ
ル
ソ
・
ペ
ル
ギ
ド
ル
ジ
ェ
が
ダ
ル
マ
を
瞳
殺
し
た
の
を
、

明
か
に
丙
寅
の
年
に
係
け
て
お
り
（
Q
b
こ
も
．
器
ぎ
）
、
　
こ
の
年
は
八

四
六
年
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
は
有
名
な
王
統
鏡
の
記
載
で
あ
る
。
王
統
鏡
は
チ
ベ
ッ
ト
王

統
を
辿
り
な
が
ら
そ
の
問
に
仏
教
が
如
何
に
こ
の
国
に
弘
通
し
た
か

を
述
べ
る
書
で
あ
り
、
物
語
化
じ
て
い
る
点
竜
多
い
が
歴
史
的
記
述

も
少
く
な
い
。
ト
ゥ
ッ
チ
氏
の
研
究
で
は
一
五
〇
八
年
以
後
に
作
ら

れ
た
・
も
の
で
あ
り
（
6
℃
Q
Q
も
・
H
禽
）
、
熱
腸
後
世
の
作
と
い
う
こ
と
に
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な
る
が
、
そ
の
引
用
文
献
か
ら
見
る
と
史
料
的
価
値
は
軽
々
に
は
判

断
で
き
な
い
。
こ
こ
に
引
用
す
る
の
は
、
そ
の
う
ち
ダ
ル
マ
が
暗
殺

さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
条
に
、
原
註
と
し
て
（
○
切
“
℃
・
O
Q
◎
び
）
、

　
王
ラ
ン
ダ
ル
マ
は
隼
の
年
に
生
れ
た
ま
い
、
鳥
の
年
に
王
位
に
即
ぎ
、
五

　
年
の
閾
仏
教
を
弾
圧
し
、
御
年
三
十
八
歳
経
た
る
虎
の
年
に
点
せ
ら
れ
た

　
り
9

と
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
文
は
註
と
し
て
加
え
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
で
一
見
大
し
て
価
値
が
あ
り
そ
う
に
も
思
え
な
い
。
し
か
し
そ

の
紀
年
の
表
示
が
十
二
獣
環
で
、
古
代
の
風
を
保
っ
て
い
る
と
こ
ろ

を
注
意
し
た
い
。
鳥
の
年
は
辛
酉
（
八
四
一
）
で
あ
り
、
　
そ
れ
よ
り

五
年
後
の
虎
の
年
は
丙
寅
（
八
四
六
）
で
完
全
に
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ト
ソ

乃
至
は
ロ
ギ
ュ
エ
チ
ェ
ソ
モ
の
記
述
に
一
致
し
て
、
そ
の
古
伝
承
の

確
実
性
を
支
持
す
る
の
で
あ
る
。

　
唯
こ
の
文
で
奇
異
の
感
に
打
た
れ
る
の
は
、
ダ
ル
マ
が
牛
の
年
に

生
れ
、
三
十
八
歳
で
残
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
丙
寅
の
年
か
ら

逆
癬
満
す
れ
ば
、
牛
の
年
は
確
に
己
丑
（
八
〇
九
）
と
な
る
が
、
　
そ
れ

で
は
ロ
ギ
ュ
エ
チ
ェ
ソ
モ
に
、
前
述
の
ご
と
く
ダ
ル
マ
は
チ
ッ
ク
デ

ツ
第
ソ
よ
り
三
年
前
に
生
れ
、
四
十
四
歳
で
残
し
た
と
い
う
の
に
明

か
に
矛
盾
す
る
。
ダ
ル
マ
が
チ
ッ
ク
デ
ツ
ェ
ソ
の
兄
で
あ
る
か
弟
で

あ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
少
し
く
考
え
て
み

よ
う
。
プ
ト
ソ
は
ダ
ル
マ
に
関
す
る
記
述
に
お
い
て
兄
、
弟
何
れ
と

も
い
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
父
ヂ
デ
ツ
ェ
ソ
セ
ナ
レ
グ
図
び
延
凱
①

げ
什
ω
戯
口
ω
ρ
鳥
　
嵩
螢
一
〇
σ
Q
ω
（
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
セ
ナ
レ
グ
の
誤
）
　
の
項
［
に

は
、
彼
に
五
王
子
が
生
れ
た
と
し
て
（
古
代
史
八
六
四
頁
）
、

　
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
レ
ー
パ
チ
ェ
ン
菌
財
ユ
三
①
ω
吋
。
び
び
畠
欝
嵩
同
巴
娼
ρ
o
ρ
昌

　
　
　
（
チ
ッ
ク
デ
ッ
ェ
ン
レ
ー
パ
チ
ェ
ン
の
誤
）

　
ヅ
ァ
ン
マ
○
睦
㎝
舞
ン
日
9

　
チ
ダ
ル
マ
ウ
ド
ゥ
ム
ツ
ェ
ン
囚
プ
ユ
自
錠
旨
㊤
ヴ
信
鳥
餌
諺
ぴ
欝
餌
P

　
ラ
ジ
ェ
フ
ソ
ド
ゥ
ブ
ピ
プ
9
ユ
O
躍
≡
影
σ
q
一
環
ぴ

　
チ
チ
ン
ボ
囚
げ
ユ
。
プ
Φ
昌
℃
O

の
順
に
そ
の
兄
弟
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
ダ
ル
マ
は

弟
の
ご
と
く
見
え
る
が
、
プ
ト
ソ
は
チ
ソ
ン
デ
ツ
黒
ソ
か
ら
ダ
ル
マ

ま
で
の
王
名
を
全
部
誤
っ
て
い
る
程
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
兄
弟
等
の

順
位
も
正
し
く
記
し
て
い
る
も
の
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
又
チ
ベ

ッ
ト
の
史
家
は
兄
弟
の
名
を
挙
げ
る
と
き
必
ず
し
竜
長
幼
の
順
を
正

確
に
は
守
っ
て
い
な
い
の
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
で
は
テ
プ
ゴ
ソ
は
如
何
か
と
い
う
に
、
カ
リ
カ
ツ
ゥ
　
囚
冨
躍

げ
び
9
富
g
（
チ
ツ
ク
デ
ツ
エ
ソ
）
の
後
を
継
い
だ
も
の
と
し
て
そ
の
弟

タ
ム
ゥ
8
げ
帥
ヨ
篇
（
ダ
ル
マ
）
を
激
ず
げ
て
い
る
。
ギ
ャ
イ
グ
ツ
ァ
ソ
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ダルマ］三の在位年次について（佐藤）

に
拠
っ
た
部
分
で
あ
る
か
ら
漢
音
の
直
訳
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
が
、
勿
論
こ
れ
は
チ
ベ
ッ
ト
伝
承
で
は
な
く
、
中
国
文
献

の
記
述
の
引
写
し
で
あ
る
。
事
実
ギ
ャ
イ
グ
ツ
ァ
ソ
の
材
料
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
⑩

た
と
思
わ
れ
る
誤
伝
に
は
「
弟
達
磨
嗣
」
と
出
て
お
り
（
三
七
頁
）
、

通
鑑
に
も
「
弟
達
磨
立
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
（
三
七
．
頁
）
、
弟

と
い
う
見
方
は
や
は
り
補
国
史
に
原
因
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
権
威
あ
る
プ
ト
ソ
、
テ
プ
ゴ
ソ
に
お
け
る
弟
説
が
右
の
よ
う
に
信

愚
性
の
穂
女
薄
い
竜
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
兄
説
の
方
は
相
対
的
に

そ
の
比
重
を
重
く
し
て
く
る
。
先
ず
テ
プ
ゴ
ソ
の
材
料
に
な
っ
た
ウ

ラ
ン
史
を
取
上
げ
よ
う
。

　
ウ
ラ
ン
史
は
二
か
所
に
お
い
て
ダ
ル
マ
の
名
を
出
し
て
い
る
。
　
一

か
所
は
シ
ナ
の
王
統
を
述
べ
た
と
こ
ろ
で
、
　
カ
リ
カ
チ
ュ
囚
げ
㊤
凱

騨
げ
ρ
o
げ
葺
が
即
位
し
た
後
の
こ
と
と
し
て
（
労
〉
も
．
ご
び
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
丙
辰
の
年
（
八
三
穴
、
麗
成
元
年
）
に
チ
ベ
ッ
ト
の
王
は
逝
ぎ
、
そ
の
年

　
の
う
ち
に
末
弟
ム
ゥ
σ
q
2
診
噂
。
夢
ρ
o
ザ
¢
臣
諸
β
と
い
え
る
も
の
王
位

　
に
即
け
り
。

と
い
・
う
が
、
末
一
弗
ム
ウ
鼠
‘
は
デ
ソ
サ
。
ハ
本
○
α
㊤
影
ω
騨
唱
P
、
ω
6
①
×
梓

で
は
ダ
ム
ゥ
∪
9
露
煽
と
な
っ
て
お
り
、
勿
論
こ
の
方
が
正
し
く
、

明
か
に
ダ
ル
マ
そ
の
人
を
指
し
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
は
こ
の
文
で

ダ
ル
マ
が
末
弟
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
、
如
何
に
も
意
味
が
あ
り

そ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
ウ
ラ
ン
史
の
シ
ナ
王
統
の
部
分
は
確

実
に
新
伝
を
材
料
と
し
た
ギ
ャ
イ
グ
ツ
岬
，
ソ
の
記
述
に
頼
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
①

の
で
あ
る
か
ら
、
ダ
ル
マ
を
弟
と
い
う
の
は
新
馬
の
記
述
を
そ
の
ま

ま
引
い
て
き
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
カ
リ
カ
チ
ュ
と
か
ダ
ム
ゥ
と
い

う
呼
び
方
が
既
に
中
国
証
叩
そ
の
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
文
は
史

料
的
価
値
は
な
い
も
の
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
第
二
の
個
所
は
同
書
の
チ
ベ
ッ
ト
王
統
の
部
で
（
力
跨
‘
℃
’
μ
Q
◎
ぴ
）
、

　
王
（
隠
チ
ツ
ク
デ
ッ
ェ
ソ
）
は
御
歳
三
十
六
歳
、
吉
言
の
年
バ
八
四
一
）
に

　
殺
せ
ら
れ
た
り
て
：
：
∴
土
に
は
伽
脚
子
な
㌔
ざ
に
よ
h
ソ
、
兄
ラ
ソ
ダ
ル
マ
王
位
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
き
た
ウ

　
即
き
た
り
。
暫
く
は
王
者
の
慣
習
の
ご
と
く
振
舞
い
し
が
、
大
距
の
罪
行

　
を
好
む
も
の
等
に
よ
り
て
変
り
、
先
に
弟
が
王
位
に
即
き
た
る
こ
と
に
心

　
傷
け
ら
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
仏
陀
の
教
を
弾
圧
せ
り
。

と
あ
り
、
今
度
は
明
か
に
ダ
ル
マ
を
兄
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
ウ
ラ

ン
史
は
結
局
一
本
の
書
の
中
で
矛
盾
し
た
記
録
を
残
し
た
こ
と
に
な

る
が
、
著
老
の
ク
ン
ガ
ー
ド
ル
ジ
ェ
　
鋭
蝿
⇔
α
σ
p
騨
昼
冠
α
o
ユ
④
は
そ

れ
を
何
れ
が
正
し
い
と
屯
判
定
し
て
い
な
い
。
著
作
者
と
し
て
は
不

用
意
で
あ
る
と
の
非
難
は
当
然
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
我
々

と
し
て
は
矛
盾
し
た
記
録
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
く
れ
た
薯
者
に
感
謝
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の
音
心
を
転
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
と
い
う
の
は
ウ
ラ
ン
史
は
現
在
融
黒
物

の
存
在
す
る
最
古
の
チ
ョ
エ
ジ
ュ
ソ
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
文
は
チ

ベ
ッ
ト
古
伝
承
と
し
て
の
価
値
が
充
分
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
伝
承
の
確
実
性
を
支
持
す
る
た
め
に
次
に
ギ
ャ
ボ
ェ
を
見
る
こ

と
に
し
よ
う
。
ギ
ャ
ボ
ェ
は
一
四
九
四
年
（
弘
治
七
年
）
に
書
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

チ
設
エ
ジ
ュ
ン
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
多
分
ギ
ャ
イ
グ
ツ
ァ
ン
そ

の
他
に
よ
っ
た
屯
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
（
O
じ
d
．
℃
．
一
Q
Q
間
ぴ
）

　
レ
ー
パ
チ
ェ
ン
は
チ
ソ
ソ
デ
ツ
エ
ン
の
生
れ
て
よ
り
七
十
六
年
経
た
る
丙

　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
戌
の
年
（
八
〇
六
）
に
ウ
ー
シ
ャ
ン
ド
朝
郎
ゆ
ρ
ぴ
場
O
o
に
て
生
れ
ら
れ
、

　
十
二
歳
の
と
き
に
諸
大
臣
の
会
議
に
よ
り
て
王
位
に
即
け
ら
れ
た
り
。
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
は
二
十
四
年
間
摂
り
た
り
。

と
あ
り
、
八
〇
六
年
の
生
れ
で
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
又
そ
の

破
年
は
（
O
切
も
●
ば
O
げ
）
、

　
御
　
歳
｝
二
十
六
歳
、
辛
西
囲
の
旧
く
八
四
｝
）
　
に
殺
せ
ら
れ
た
り
。

と
あ
っ
て
、
既
に
決
定
し
た
ツ
エ
ソ
ポ
交
代
の
年
次
と
一
致
す
る
。

問
題
の
ダ
ル
マ
に
つ
い
て
は
（
O
切
層
や
一
母
ρ
）
、

兄
ラ
ン
ダ
ル
マ
は
癸
乗
の
年
（
八
〇
三
）
の
生
れ
な
り
。
三
十
九
年
経
た

る
と
き
に
チ
レ
ー
丙
蓬
邑
（
－
チ
・
レ
ー
パ
乏
｛
ン
）
斌
せ
ら
れ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
き
た
り

彼
王
政
を
摂
り
た
り
。
二
年
間
王
者
の
慣
習
の
ご
と
く
な
せ
し
が
、
癸
亥

　
　
の
年
（
八
四
三
）
よ
り
御
心
に
悪
魔
入
り
、
大
論
ギ
ェ
ル
ト
レ
タ
グ
ナ
チ

　
　
ェ
ン
蜀
σ
Q
賓
艮
8
お
。
・
碑
σ
q
ω
塁
。
二
等
出
行
を
好
む
者
等
に
よ
り
て

　
　
〔
態
度
〕
変
り
、
前
に
、
弟
の
王
政
に
就
き
し
こ
と
に
心
届
け
ら
れ
、
チ

　
　
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
仏
陀
の
数
を
弾
圧
せ
り
。
三
年
半
悪
政
を
な
し
、
匹
十

　
　
四
欝
染
内
寅
の
年
（
八
園
六
）
：
：
：
ラ
ル
ン
・
ペ
ル
ギ
ド
ル
ジ
ェ
び
ロ
麟
一
‘
》

　
O
℃
雛
α
q
覧
a
o
ご
。
に
よ
り
て
王
は
殺
さ
れ
〔
ペ
ル
ギ
ド
ル
ジ
ェ
は
〕
逃

　
れ
た
り
。

と
述
べ
、
彼
が
八
○
三
年
の
生
れ
で
、
弟
が
先
に
即
位
し
た
こ
と
を

怨
ん
で
い
た
等
、
明
か
に
チ
ッ
ク
デ
ツ
ユ
ン
の
兄
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
。
と
す
る
と
先
に
プ
ト
ン
に
掲
げ
ら
れ
た
兄
弟
の
名
は
、
順

位
を
正
し
く
記
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
志
ギ
ャ
ボ
ェ
は
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ソ
の
項
に
（
O
b
ご
巳
勺
．
一
ω
圃
恥
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
王
と
・
氏
マ
ン
ポ
ジ
ェ
響
δ
鎚
讐
蝕
唱
。
こ
・
．
と
〔
の
闘
〕
に
御
子

　
あ
り
。
長
は
ヅ
ァ
ン
マ
↓
＄
》
ヨ
9
、
　
〔
つ
い
で
）
ダ
ル
マ
、
　
レ
ー
パ
チ

　
　
⑭

　
　
エ
ン
、
フ
ン
ヂ
ゥ
ブ
ピ
ぎ
旨
σ
q
醤
σ
等
あ
り
。
う
ち
ヅ
ァ
ン
マ
は
仏
教
を

　
大
に
好
み
、
ダ
ル
マ
は
罪
』
行
を
大
に
好
み
し
か
ば
〔
両
人
と
も
〕
王
位
に

　
は
即
け
ら
れ
ず
。
フ
ン
ジ
鳳
い
び
ρ
¢
二
〇
と
フ
ン
ド
ゥ
ブ
は
若
く
し
て
逝

　
き
た
り
。

と
あ
り
、
ギ
ャ
ボ
ェ
自
体
と
し
て
は
確
実
に
ダ
ル
マ
を
兄
と
見
な
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
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ダルマ王の在位年次について（佐藤）

　
も
は
や
ダ
ル
マ
の
方
が
兄
で
あ
る
こ
と
は
疑
な
い
と
思
わ
れ
る
の

で
、
再
び
王
統
鏡
の
註
の
問
題
に
返
ろ
う
。
王
統
鏡
の
註
は
細
字
で

本
文
の
間
に
書
込
ま
れ
て
お
り
、
直
入
が
そ
の
註
を
書
い
た
か
は
明

か
で
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
本
文
に
こ
れ
に
関
聯
す
る

丈
を
捜
出
し
て
み
よ
う
。
す
る
と
同
書
の
チ
デ
ソ
ソ
ツ
ェ
ン
の
金
主

を
述
べ
た
項
の
次
に
（
○
労
も
b
費
）
、

　
長
子
ヅ
ァ
ン
マ
○
諾
騨
け
日
即
は
仏
法
を
好
み
て
出
家
し
、
ダ
ル
マ
は
罪

　
行
を
好
み
て
、
王
と
な
る
に
適
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
中
子
レ
ー
パ
チ
ェ
ン
に

　
国
の
支
配
は
護
ら
れ
た
り
。
王
レ
ー
パ
チ
ェ
ン
は
丙
戌
の
年
（
八
〇
六
）

　
に
生
れ
ら
れ
、
御
歳
十
二
歳
の
と
き
父
王
逝
か
れ
た
れ
ぽ
、
王
位
に
即
け

　
り
’
。

と
あ
っ
て
、
前
掲
の
ギ
ャ
ボ
ェ
の
文
と
紀
年
・
は
全
く
同
じ
く
（
四
四

頁
）
、
又
ダ
ル
マ
を
兄
と
見
て
い
る
こ
と
も
疑
な
い
。
　
も
し
註
の
作

者
を
王
統
鏡
の
著
者
自
身
と
す
る
な
ら
ば
、
著
者
は
本
文
と
註
と
、

何
れ
を
正
し
い
と
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
我
女
は
恐
ら
く
は
著

者
は
本
文
の
方
を
正
し
い
も
の
と
見
て
い
た
と
考
え
た
い
。
そ
の
故

に
彼
は
ダ
ル
マ
に
つ
い
て
の
紀
年
を
得
た
と
き
、
そ
れ
を
真
実
ら
し

い
古
伝
承
の
一
つ
と
し
て
棄
て
難
い
価
値
を
見
出
し
、
こ
れ
を
著
述

の
中
に
取
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ダ
ル
マ
の
生
年
を
牛
年
に

し
て
い
る
こ
と
は
従
来
の
考
え
と
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
故

に
些
か
の
躇
躇
を
以
て
こ
れ
を
註
と
し
て
取
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

或
は
こ
の
註
は
著
者
の
書
入
で
は
な
く
、
後
世
の
何
人
か
の
書
込
で

は
な
い
か
と
い
う
疑
も
あ
る
。
し
か
し
何
れ
に
せ
よ
古
伝
承
の
一
つ

で
あ
り
、
ダ
ル
マ
を
牛
年
生
れ
と
し
て
扱
っ
て
弟
に
し
て
い
る
こ
と

だ
け
は
歴
史
的
に
は
誤
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
恐
ら
く
こ
の
牛

年
・
（
己
丑
、
八
〇
九
）
は
チ
ッ
ク
デ
ツ
エ
ソ
の
生
れ
た
三
年
後
で
あ
り
、

ケ
ー
ペ
ー
ガ
ト
ソ
等
に
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
「
チ
レ
ー
よ
り
三
年

前
の
寒
し
に
生
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
一
二
年
前
と
三
年
後
を
取
違

え
た
の
で
あ
ろ
う
。
或
は
八
〇
三
年
に
生
れ
て
三
十
八
年
目
に
即
位

し
た
の
を
、
そ
の
残
し
た
年
と
誤
り
、
逆
箕
し
て
牛
の
年
生
れ
と
し

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
今
は
何
れ
と
も
断
定
は
で
き
な
い
。

四

　
と
こ
ろ
で
一
つ
重
要
な
問
題
が
新
に
提
起
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ダ
ル

マ
が
残
し
た
後
の
中
国
と
の
接
壌
地
帯
の
状
勢
の
変
化
で
あ
る
。
中

国
文
献
の
う
ち
ダ
ル
マ
残
後
の
青
海
、
甘
粛
方
面
の
チ
ベ
ッ
ト
族
の

動
向
を
述
べ
て
い
る
の
は
新
伝
と
通
鑑
で
あ
る
。
前
に
も
触
れ
た
ご

と
く
こ
の
両
書
は
と
も
に
会
畠
二
年
に
ダ
ル
マ
が
残
し
、
つ
い
で
チ

45　（755）



ム
氏
の
系
統
の
乞
離
胡
が
ツ
ェ
ソ
ポ
と
な
り
、
国
民
は
こ
の
異
系
へ

の
王
の
交
代
を
納
得
せ
ず
、
政
局
不
安
が
起
っ
て
、
洛
門
川
討
撃
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
論
恐
熱
ゆ
｝
○
⇔
犀
げ
。
口
げ
ω
げ
①
増
と
郡
…
州
節
度
使
尚
碑
細
川
と
の
抗

争
が
勃
発
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
自
書
の
内
容
は
重
々
相
似
た

も
の
で
あ
る
が
、
　
唯
新
伝
の
方
は
大
中
三
年
（
八
閥
九
）
ま
で
そ
の

経
過
に
つ
い
て
紀
年
を
全
く
書
入
れ
て
い
な
い
の
に
、
通
鑑
は
す
べ

て
の
事
件
に
年
月
を
は
っ
き
り
書
込
ん
で
い
る
。
し
か
も
そ
れ
が
会

昌
二
年
か
ら
大
中
三
年
（
八
四
九
）
ま
で
散
発
的
に
連
続
し
て
書
か
れ

て
い
る
。
と
す
れ
ば
ダ
ル
マ
の
死
を
会
昌
六
年
に
と
る
限
り
、
二
年

か
ら
六
年
ま
で
の
記
事
は
ど
う
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
通
鑑
の

三
年
の
正
確
さ
は
定
評
が
あ
り
、
こ
の
考
え
を
以
て
す
れ
ば
、
や
は

り
会
昌
元
年
に
ダ
ル
マ
は
残
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
六
年
ま
で
下

げ
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
な
こ
と
に
な
る
。
両
国
の
文
献
の
紀
年
は
こ

こ
に
正
面
衝
突
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
中
国
文
献
の
方
が
豊
富
な
内

容
の
裏
付
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
信
懸
性
は
如
何
に
し
て
も

大
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
難
題
を
解
く
た
め
に
、
新
湯
と
通

鑑
の
記
事
を
対
照
し
、
そ
の
年
代
が
正
確
か
ど
う
か
を
充
分
に
検
討

し
て
み
よ
う
。
少
し
長
く
な
る
が
会
昌
二
年
よ
珍
大
中
三
年
ま
で
の

新
伝
の
記
事
を
引
用
す
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

「
会
日
日
二
年
、
賛
溺
死
（
乞
食
胡
ツ
ェ
ン
ボ
と
な
り
大
群
雲
都
郵
送
さ
る
）
、

　
　
　
〔
　
〕
　
　
　
〔
二
〕

別
将
尚
恐
熱
為
落
門
川
疎
薄
使
、
立
脚
、
名
聞
力
熱
、
猶
中
国
号
郎
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
三
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
西
〕

諮
誰
善
幻
、
約
三
部
得
万
騎
、
撃
螂
州
節
度
使
含
量
碑
略
地
、
至
謂
州
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
五
〕
　
　
　
　
　
　
〔
六
〕
　
　
　
〔
七
〕

与
宰
相
尚
与
思
接
戦
薄
寒
山
、
思
羅
敗
走
松
州
、
合
蘇
眺
、
吐
渾
、
羊
同

兵
八
万
、
保
桃
河
自
守
、
恐
熱
謂
蘇
置
碁
日
、
宰
栢
兄
粥
殺
無
毒
、
天
神

使
我
挙
義
兵
、
謙
不
道
、
爾
属
吏
助
逆
背
国
耶
、
蘇
眈
等
疑
蒲
不
戦
、
恐

熱
磨
軽
騎
渉
河
、
三
豊
先
降
、
井
其
衆
、
至
十
二
万
、
禽
思
羅
総
殺
之
」

　
b
　
　
　
　
〔
八
〕

「
碑
碑
姓
没
慮
、
二
郎
心
牙
、
羊
同
国
人
、
世
為
吐
蕃
貴
網
、
寛
厚
配
船

書
記
、
不
払
仕
、
賛
普
彊
官
之
三
年
、
国
人
以
賛
普
立
非
是
、
皆
叛
表
、

恐
熱
良
号
宰
相
、
以
兵
二
＋
万
、
撃
碑
碑
、
鼓
遊
牛
馬
漿
宣
三
千
余
塁
、

　
　
　
〔
九
〕

至
鎮
薦
軍
、
大
風
雷
電
、
部
将
震
死
者
十
余
人
、
羊
馬
羅
官
亦
三
百
、
三

熱
悪
之
、
按
軍
不
進
、
碑
碑
聞
之
、
厚
幣
誌
旧
約
騨
、
恐
熱
大
喜
臼
、
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

碑
書
生
、
焉
知
軍
事
、
三
口
賛
普
、
以
家
居
宰
相
処
之
」
　
「
六
二
退
二
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
一
〕

〔一

Z
〕

夏
州
、
帯
下
遣
将
旙
結
心
、
葬
羅
全
量
、
繋
囚
熱
於
溝
州
之
爾
、
伏
兵
四

万
、
暗
箱
八
二
、
射
三
極
罵
、
三
熱
怒
甚
、
天
子
三
楽
、
結
心
偽
北
、
恐

熱
追
至
楽
＋
璽
、
葬
羅
蒋
民
選
伏
兵
衷
繋
、
大
風
雨
河
盗
、
溺
死
甚
衆
、

　
　
　
　
　
　
　
d
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
一
ご

恐
熱
単
騎
而
逃
」
　
「
受
療
得
志
、
尤
猜
忍
、
殺
獄
部
将
、
笈
瀬
、
豊
津
皆

降
翠
黛
、
厚
遇
之
、
明
年
恐
蝉
茸
攻
郵
州
、
素
焼
分
兵
五
道
露
霜
、
寒
熱

　
　
〔
一
三
〕

保
東
谷
山
、
堅
壁
不
出
、
笈
蔵
練
以
戦
争
、
断
汲
道
、
旬
日
電
熱
走
薄
寒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e
　
〔
一
四
〕

山
偏
募
散
卒
、
稚
至
歯
数
千
人
、
復
戦
鵬
吐
出
「
再
戦
南
谷
、
砦
大
敗
」
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ダルtr　EEの在位年次について（佐藤）

　
　
　
　
　
　
　
f
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
五
〕

兵
墾
傍
歳
不
解
、
「
大
中
三
年
、
碑
碑
、
屯
兵
河
源
聞
恐
熱
謀
十
河
、
急
撃

之
、
為
恐
熱
所
敗
、
碑
碑
統
鋭
兵
掘
橋
、
亦
不
勝
、
三
橋
蒲
還
。
」

引
用
文
註

〔一

l
〔
二
〕

〔
蕊
〕

〔
四
〕

〔
五
〕

〔
六
〕

〔
七
〕

　
ベ
　
ッ
ト
系
部
族
。

　
一
三
九
頁
、

〔
八
〕

　
顯
身
で
あ
る
。

〔
九
〕
　
河
州
の
西
一

鷺
○
〕

〔
一
一
〕

〔一

�
l

〔
；
欝

Ω
四
〕

〔一

ﾜ
〕

註
＠
に
説
明
す
る
ご
と
く
「
論
」
が
正
し
い
。

甘
粛
省
朧
西
県
。

青
海
省
西
寮
県
。

甘
粛
省
朧
西
県
東
南
五
三
。

甘
粛
学
朧
西
県
西
南
。

四
用
憲
松
溜
県
。

東
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
誰
一
4
海
チ
ベ
ッ
ト
に
か
け
て
の
地
帯
に
い
た
チ

　
　
　
　
撚
目
並
び
に
吐
蕃
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
豊
代
史

　
　
　
五
一
竃
頁
参
照
。

没
癒
は
ロ
氏
樹
び
H
o
で
あ
る
か
ら
確
に
碑
碑
は
第
　
等
の
貴
族

　
　
　
　
八
○
里
に
あ
っ
た
。

河
州
の
南
に
あ
る
。

葬
羅
二
二
羅
卿
昌
σ
q
属
ω
㌶
江
竃
。
〈
鷺
霧
σ
冨
（
話
）
σ
ω
げ
鶏
（
～
）

笈
蔵
σ
Q
．
一
〇
喝
曾
．
ぎ
σ
q
〈
閑
冨
一
ぴ
N
銭

甘
粛
雀
穴
塞
県
東
南
｝
五
里
。

甘
粛
省
溝
源
県
西
二
五
里
。

青
海
省
西
寧
県
西
南
。

右
の
文
を
三
三
の
記
事
と
合
せ
て
年
代
を
入
れ
る
と
次
の
上
段
の
ご

と
き
紀
年
と
な
る
。

a
l
会
前
掛
二
年
（
八
四
二
）
　
　
　
…
↓
ム
瓜
日
醸
六
年

b
l
〃
　
三
年
（
八
廻
三
）
七
月
…
↓
大
中
元
年
七
月

c
l
〃
　
三
年
（
八
四
三
）
九
月
↓
1
1
　
元
年
九
月

d
l
〃
　
四
年
（
八
四
四
）
三
月
1
↓
〃
　
二
年
三
月

e
－
大
中
一
一
年
・
（
入
四
八
）
十
二
月
↓
〃
　
二
年
十
二
月

f
l
〃
　
三
年
（
八
四
九
）
　
　
1
↓
大
中
三
年

　
一
見
し
て
奇
妙
に
感
ず
る
こ
と
は
会
羅
五
年
（
八
四
五
）
、
同
六
年

（
八
四
六
）
、
大
中
元
年
（
八
四
七
）
の
三
年
間
の
記
事
が
全
く
な
い
こ

と
で
あ
る
。
洛
門
川
か
ら
都
州
ま
で
の
大
し
て
遠
く
も
な
い
距
離
の

間
で
相
当
激
烈
な
戦
を
し
て
い
な
が
ら
、
彼
等
は
こ
の
中
間
の
三
年

間
だ
け
は
休
戦
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
尤
も
丸
煮
に
は
会
昌
五

年
十
二
月
の
条
に
係
け
て
、

　
論
恐
熱
復
糾
合
諸
部
、
撃
尚
碑
碑
、
碑
碑
遺
旙
土
蔵
、
将
兵
五
千
拒
之
、

　
恐
熱
大
敗
、
与
数
十
騎
遁
去
。

と
あ
る
。
こ
の
記
事
は
戦
の
場
所
も
書
い
て
な
く
、
謹
聴
の
側
か
ら

は
五
干
程
度
の
部
隊
が
出
動
し
た
程
度
で
あ
る
か
ら
、
大
し
た
戦
と

も
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
前
年
の
三
月
に
戦
っ
て
敗
れ
た

と
は
い
え
、
次
の
年
の
十
二
月
ま
で
彼
は
悠
々
と
し
て
戦
機
の
熟
す

る
の
を
待
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
洛
門
川
と
三
州
と
に
対
峙
し

て
い
て
二
人
の
間
に
そ
の
余
裕
は
果
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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た
と
え
こ
の
係
年
が
真
実
と
し
て
も
翌
六
年
と
大
中
元
年
の
二
年
聞

二
人
の
間
の
交
渉
は
史
上
に
お
い
て
全
く
ブ
ラ
ン
ク
な
の
は
如
何
な

る
わ
け
で
あ
ろ
う
か
。

　
我
々
は
こ
こ
に
通
鑑
の
編
者
が
、
年
代
並
に
記
事
に
柑
当
の
作
為

を
施
し
て
い
る
も
の
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
即
ち
通
鑑
は
会
昌
六

年
の
ツ
ェ
ソ
ポ
の
死
去
を
会
昌
二
年
に
繰
上
げ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
も
と
の
史
料
は
会
昌
六
年
か
ら
し
か
な
い
か
ら
如
何
に
し

て
も
六
年
か
ら
大
中
三
年
ま
で
の
記
載
を
、
会
昌
二
年
か
ら
大
中
三

年
ま
で
の
問
に
配
当
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
の
結
果
、
恐
熱
と

碑
碑
と
の
抗
争
を
最
初
は
適
当
な
間
隔
で
並
べ
て
行
っ
た
が
、
遂
に

史
料
に
窮
し
、
空
白
の
二
三
年
置
置
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
作
為
の
跡
を
次
に
辿
っ
て
見
よ
う
。

　
大
中
三
年
の
戦
は
新
伝
、
通
鑑
と
も
に
年
代
が
明
確
に
入
れ
て
あ

る
か
ら
問
題
は
な
い
。
遡
っ
て
大
中
二
年
の
記
事
は
と
い
う
と
、
新

伝
で
は
e
文
の
み
が
間
違
い
な
い
記
事
で
あ
ろ
う
。
そ
の
前
の
d
文

は
通
産
で
は
会
畠
四
年
の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
d
文

の
う
ち
の
「
明
年
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
e
の
終
ま
で
が
、
果
し
て

会
昌
四
年
三
月
か
ら
大
中
二
年
十
二
月
ま
で
足
掛
五
年
の
戦
の
内
容

で
あ
ろ
う
か
。
私
見
を
以
て
す
れ
ば
、
こ
れ
は
如
何
に
し
て
も
ム
年

内
の
諸
事
件
と
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
厩
熱
が
東
谷
山
を
保

ち
、
炭
蔵
に
包
囲
さ
れ
、
水
道
を
断
た
れ
た
の
は
三
月
で
あ
っ
た
。

而
し
て
旬
日
で
恐
熱
は
薄
寒
山
に
逃
げ
帰
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

つ
い
で
又
兵
士
数
干
人
を
集
め
鴎
鶏
山
に
戦
い
、
更
に
南
谷
に
戦
っ

た
の
は
十
二
月
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
東
亜
山
の
戦
蘭
の

記
事
は
定
心
に
全
く
現
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
新
伝
よ
り
記
事
の
詳

細
な
通
鑑
が
こ
れ
を
書
か
な
い
と
い
う
の
も
如
何
に
も
奇
妙
な
話
で

あ
る
。
そ
こ
で
右
に
引
い
た
会
昌
五
年
十
二
月
の
記
事
が
初
め
て
こ

こ
に
生
き
て
く
る
。
両
書
の
記
事
を
対
照
し
て
復
原
で
き
る
事
実
は
、

　
恐
熱
が
獣
心
を
合
せ
て
数
千
人
を
得
、
碑
碑
を
撃
つ
た
。
碑
碑
は
雁
結
紐

　
以
下
五
千
人
を
遺
し
こ
れ
を
拒
ぎ
、
野
鶏
山
に
戦
い
、
恐
熱
は
大
敗
し
た
。

と
い
う
こ
と
で
、
d
、
e
の
間
の
文
は
確
実
に
心
墨
の
五
年
十
二
月

の
条
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
。
d
、
e
は
そ
の
間
の
文
を
含
め
て
大

中
二
年
一
年
間
の
記
事
に
相
違
な
く
、
従
っ
て
d
の
う
ち
の
「
明
年
」

は
大
中
二
年
を
指
し
た
・
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
続
い
て
b
、
c
の
記
事
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
篭
目
盤
二
年
七
月
、

九
月
差
係
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
大
中
元
年
の
七
月
、
九
月
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
唯
こ
の
際
に
も
問
題
が
一
つ
あ
る
。
通
産
大
中
元

年
五
月
の
条
に
、
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ダルマ王の在位年次について（佐藤）

　
論
恐
熱
乗
武
宗
之
爽
、
誘
党
項
及
回
鵤
余
衆
、
憲
河
西
、
詔
河
東
節
度
使
．

　
　
　
　
　
〔
一
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
二
〕

　
王
宰
、
将
代
北
諸
軍
繋
之
、
宰
以
沙
陀
朱
邪
赤
心
前
説
、
自
麟
州
済
河
、

　
　
　
　
　
　
m
三
〕

　
与
恐
熱
戦
野
塩
州
、
破
走
之
。

　
引
用
文
註

　
　
鷺
〕
　
胡
注
に
よ
れ
ば
代
北
は
「
涯
嶺
以
北
」
の
意
味
で
あ
る
と
い
う
。

　
　
〔
二
〕
　
緩
遠
省
五
原
県
。

　
　
〔
ヨ
〕
　
寧
夏
智
塩
池
江
北
。

と
あ
る
こ
と
で
、
こ
の
事
件
は
「
武
宗
の
喪
に
乗
じ
た
」
と
い
う
時

期
の
上
か
ら
竜
、
心
中
国
側
の
作
戦
で
あ
る
上
か
ら
も
、
そ
の
紀
年

は
動
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
す
れ
ば
恐
熱
は
五
月
に
、
恐
ら
く

碑
碑
の
側
面
を
牽
制
す
る
た
め
に
河
西
方
面
に
軍
を
動
か
し
た
が
、

壌
州
で
は
不
利
で
あ
っ
た
た
め
、
直
に
七
月
に
は
軍
を
鎮
西
軍
、
大

夏
川
に
集
結
し
、
九
月
に
河
州
の
南
で
碑
碑
と
戦
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
一
連
の
作
戦
行
動
を
大
中
元
年
の
こ
と
と
す
れ
ば
、
残
る
記

事
は
当
然
会
昌
六
年
の
事
実
と
な
る
が
、
こ
れ
は
先
に
定
め
た
ダ
ル

マ
の
死
の
年
に
完
全
に
一
致
す
る
。
か
く
し
て
a
－
f
の
記
事
の
係

年
は
前
掲
の
表
の
下
段
の
ご
と
く
、
殆
ど
が
年
数
を
収
縮
変
更
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
思
う
に
通
鑑
が
二
尊
の
事
蹟
を
検
べ
る
に
当
り
、
用
い
た
材
料
に

は
完
全
な
紀
年
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
考
書
巻
二
二
大
中
二
年

二
月
の
条
に
は
、

　
按
国
史
群
論
恐
難
事
甚
詳
。

と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
或
は
こ
れ
が
そ
の
基
本
的
な
材
料
で
あ
り
、

紀
年
も
一
応
は
書
い
て
あ
っ
た
の
か
竜
知
れ
な
い
。
し
か
し
大
中
二

年
以
前
の
恐
熱
と
碑
碑
と
の
争
は
唐
と
は
何
等
直
接
の
関
係
な
し
に

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
国
史
は
正
確
な
紀
年
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
、
底
企
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
信
用
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

何
と
な
れ
ば
通
鑑
自
身
が
既
に
ダ
ル
マ
弔
祭
の
使
者
派
遣
を
会
昌
二

年
と
定
め
て
お
り
、
真
実
は
会
昌
六
年
か
ら
大
中
三
年
ま
で
の
記
事

を
無
理
に
も
会
昌
二
年
か
ら
大
中
三
年
冬
で
の
問
に
引
伸
ば
し
分
割

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
通
鑑
の
こ
の
閥
の
紀

年
が
決
し
て
信
頼
に
価
し
な
い
こ
と
は
こ
れ
に
よ
っ
て
略
々
理
解
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

五

　
以
上
に
よ
っ
て
ダ
ル
マ
が
八
〇
三
年
（
貞
元
十
九
年
）
に
チ
ッ
ク
デ

ツ
ェ
ソ
の
兄
と
し
て
生
れ
、
八
四
一
年
（
会
畠
元
年
）
に
即
位
、
八
四

六
年
（
会
昌
六
年
）
に
四
十
四
歳
で
残
し
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
た
と

思
う
。
と
こ
ろ
で
問
題
は
例
の
廃
仏
の
年
次
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
文
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献
で
は
殆
㎝
ど
そ
れ
は
辛
酉
の
年
（
八
四
一
）
に
係
け
ら
れ
、
　
或
は
即

位
と
同
時
に
廃
仏
が
行
わ
れ
、
或
は
即
位
と
廃
仏
と
死
去
が
同
年
で

あ
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
果
し
て
そ
う
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
前
掲
の
ギ
ャ
ボ
ェ
は
、
彼
が
即
位
後
の
二
年
だ
け
は
王
者
ら
し

い
立
派
な
振
舞
で
あ
っ
た
が
、
八
臨
三
年
か
ら
大
意
の
ギ
ェ
ル
ト
レ

等
に
唆
か
さ
れ
て
反
仏
へ
と
転
じ
、
三
年
半
悪
政
を
な
し
て
画
せ
ら

れ
た
と
い
う
（
四
四
頁
）
。
又
そ
の
文
の
「
即
位
後
の
二
年
」
を
「
暫

く
は
」
と
書
変
え
、
そ
の
他
の
年
月
を
省
い
た
だ
け
の
同
様
の
文
が

ウ
ラ
ン
史
の
チ
ベ
ッ
ト
王
統
の
部
に
・
も
出
て
い
る
（
四
三
頁
）
。
こ
れ

ら
の
史
料
に
よ
る
と
ダ
ル
マ
は
も
と
も
と
秘
仏
主
義
老
で
あ
っ
た
の

か
ど
う
か
竜
疑
わ
し
く
な
る
。
少
く
と
電
八
四
一
年
即
位
と
岡
時
に

廃
仏
が
始
ま
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
既
に
リ
チ

ヤ
ー
ド
ス
ソ
氏
は
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
敦
燈
文
書
の
う
ち
に
、

「
ツ
瓢
ン
ポ
の
御
子
ウ
イ
ド
ゥ
ム
テ
ン
」
　
じ
d
諾
霞
℃
o
掛
ρ
ω
養
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

餌
び
償
藪
下
量
目
び
暮
ρ
口
（
謎
ダ
ル
マ
）
に
つ
い
て
の
祈
願
・
文
が
あ
る
こ

と
を
注
意
し
て
い
る
が
（
6
舅
も
』
O
）
、
恐
ら
く
は
初
期
の
反
仏
的

な
ら
ざ
り
し
ダ
ル
マ
に
関
し
て
で
な
け
れ
ば
こ
の
よ
う
な
祈
願
文
が

献
げ
ら
れ
る
道
理
が
な
い
。

　
又
ダ
ル
マ
は
チ
コ
エ
ジ
ュ
ソ
類
で
は
、
ラ
ソ
ダ
ル
マ
O
法
蓮
創
霞

筥
9
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
　
ラ
ソ
は
「
牡
牛
の
（
ご
と
き
）
暴

虐
者
」
の
意
で
あ
る
と
は
普
通
に
行
わ
れ
る
説
明
で
あ
る
が
、
ケ
ー

ペ
ー
ガ
ト
ソ
に
は
（
℃
日
．
宣
”
や
同
ω
圃
即
）
、

　
牛
の
貌
の
ご
と
く
に
て
、
智
恵
少
く
、
頑
固
な
り
し
故
に
、
臣
下
等
は
ラ

　
ン
ダ
ル
マ
と
名
［
付
け
た
り
。

と
い
っ
て
、
身
体
的
特
微
が
牛
に
似
て
お
り
、
智
能
が
劣
り
、
頑
固

で
あ
る
と
い
う
意
味
で
「
牡
牛
の
ダ
ル
マ
」
と
纏
名
さ
れ
た
こ
と
を

い
っ
て
い
る
。
　
ダ
ル
マ
の
実
子
と
し
て
は
オ
ェ
ス
ソ
　
哲
。
α
。
。
遷
旨

が
あ
っ
た
こ
と
は
チ
ョ
エ
ジ
ュ
ソ
類
が
す
べ
て
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
オ
エ
ス
ソ
は
ダ
ル
マ
の
妓
し
た
翌
年
に
生
れ
て
お
り
、
在
世

中
に
彼
が
子
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
は
確
で
あ
る
。
ラ
ソ
と
い
う
紳

名
は
こ
れ
で
見
る
と
、
彼
が
少
し
く
薄
ぼ
ん
や
り
で
、
頑
な
だ
っ
た

事
実
を
背
景
に
、
そ
の
風
態
が
牛
に
似
て
い
た
と
こ
ろ
が
ら
起
っ
た

も
の
ら
し
い
。
い
わ
ば
愛
称
と
ま
で
は
ゆ
か
な
く
と
竜
少
く
と
も
悪

称
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ラ
ソ
に
「
暴
虐
者
」
の
意
味
が
付
さ

れ
た
の
は
廃
仏
の
実
施
に
よ
っ
て
お
砂
、
後
か
ら
の
意
味
の
変
化
乃

至
は
付
加
で
あ
っ
て
、
俗
説
と
す
る
よ
り
他
は
な
い
。

　
尤
も
新
伝
に
は
、

　
達
磨
は
酒
飲
で
、
狩
猟
を
好
み
、
内
聞
が
多
か
っ
た
。
且
つ
残
忍
で
恩
恵

50 （760）



ダルrt王の在位年次について（佐藤）

　
を
施
す
こ
と
が
少
く
、
政
治
は
益
々
乱
れ
た
。

と
い
っ
て
、
ダ
ル
マ
を
申
分
な
い
背
徳
の
君
主
と
し
て
描
い
て
い
る
。

当
時
の
唐
蕃
関
係
か
ら
い
え
ば
、
．
中
国
ボ
ツ
エ
ソ
ポ
を
悪
党
に
仕
立

て
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
情
は
な
い
か
ら
、
こ
の
文
は
一
応
客
観
的
記

載
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
中
園
の
交
献
で
亡
国
の
君
主
が
先

ず
悪
徳
者
に
仕
立
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
例
は
殆
ど
な
い
。
吐
蕃
一
代

を
通
じ
て
十
人
に
近
い
ツ
ェ
ン
ポ
の
名
が
唐
史
に
は
現
れ
る
が
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

れ
ら
に
つ
い
て
の
性
格
的
な
描
写
は
全
く
な
い
。
唯
ダ
ル
マ
だ
け
が

こ
の
よ
う
に
正
確
に
描
か
れ
る
と
い
う
筈
は
な
い
。
亡
　
園
の
君
主
が

欠
点
の
多
い
人
物
で
あ
る
こ
と
は
確
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
無
能
で
は

あ
っ
て
も
必
ず
し
も
悪
徳
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
我
々
は
新
玉
の

記
載
を
そ
の
ま
ま
客
観
的
事
実
と
し
て
軽
々
に
受
取
る
こ
と
は
で
き

な
い
よ
う
に
思
う
。
ダ
ル
マ
は
本
来
の
寝
仏
主
義
者
で
は
な
く
、
周

闘
の
事
情
に
動
か
さ
れ
て
八
四
三
年
に
至
っ
て
初
め
て
廃
仏
を
断
行

し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
又
ダ
ル
マ
の
時
代
の
大
盤
ギ
ェ
ル
ト
レ
驚
σ
Q
《
巴
8
お
に
つ
い

て
・
も
問
題
が
あ
る
。
ギ
ェ
ル
ト
レ
は
チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ン
を
絞
殺
し
、

ダ
ル
マ
の
時
代
に
入
っ
て
藩
論
と
な
の
、
廃
仏
を
教
唆
し
た
為
落
と

い
う
の
が
従
来
の
定
説
で
あ
る
。
別
名
を
バ
！
の
タ
グ
ナ
チ
エ
ソ

σ
ぴ
ρ
ゲ
ω
。
・
げ
ρ
σ
q
巴
跨
ρ
o
餌
⇔
（
虎
の
耳
・
持
て
る
も
の
）
と
呼
ば
れ
る
が
、

ケ
ー
ペ
ー
ガ
ト
ソ
は
こ
れ
に
つ
い
て
（
憎
づ
す
も
．
同
ω
富
）
、

　
バ
ー
氏
∪
び
巴
届
の
青
年
に
て
、
猿
の
ご
と
き
頭
、
虎
の
ご
と
き
縞
模
様

　
を
耳
に
持
ち
た
る
バ
ー
の
ギ
ェ
ル
ト
レ
と
い
え
る
も
の
あ
り
。

と
い
う
か
ら
、
或
は
特
異
な
．
耳
を
持
っ
て
い
た
故
に
こ
の
よ
う
に
称

さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
如
何
に
も
悪
党
じ
み
た

風
貌
で
、
チ
ョ
エ
ジ
ュ
ソ
に
よ
っ
て
は
、
彼
を
ギ
ェ
ル
ト
レ
タ
グ
ナ

チ
ェ
ソ
等
と
呼
ぶ
の
も
あ
る
が
、
果
し
て
妊
優
の
徒
と
慢
心
に
考
え

て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
。

　
敦
燵
文
書
の
宰
相
表
を
見
る
と
、
彼
の
名
は
パ
ー
の
ギ
ェ
ル
ト
レ

タ
グ
ニ
ャ
濁
σ
q
楓
巴
8
お
ω
寅
σ
q
。
。
汐
ρ
で
あ
っ
て
（
古
代
史
六
九
七
頁
）
、

タ
グ
ナ
チ
エ
ソ
等
と
は
書
い
て
い
な
い
。
そ
の
特
異
な
風
貌
故
に
贈

名
を
タ
グ
ナ
チ
ェ
ソ
と
称
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
得
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
そ
れ
が
本
来
の
悪
心
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
右
の
ケ

…
ぺ
ー
ガ
ト
ソ
の
文
は
、
彼
が
青
年
時
代
か
ら
こ
の
摂
津
を
持
っ
て

い
た
こ
と
を
い
う
が
、
彼
の
青
年
時
代
は
チ
ッ
ク
デ
ツ
ェ
ソ
の
時
代

で
あ
っ
て
、
ダ
ル
マ
の
時
代
で
は
な
い
。
事
実
青
年
の
大
臣
を
必
要

と
す
る
よ
う
な
時
代
で
は
な
く
、
又
青
年
で
言
論
に
な
れ
る
程
バ
ー

氏
は
第
一
等
の
貴
族
で
は
な
い
。
と
す
る
と
彼
の
縛
名
は
、
彼
が
大
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論
と
撚
り
廃
仏
を
勧
め
た
と
き
か
ら
の
竜
の
で
は
な
く
、
余
程
若
い

と
き
か
ら
の
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
反
仏
主
義
者
と
し
て
悪

党
的
な
意
味
が
そ
の
緯
名
に
含
め
ら
れ
た
の
は
や
は
り
廃
仏
以
後
と

せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
述
べ
た
こ
と
を
基
礎
と
し
て
、
ダ
ル
マ
の
即
位
か
ら
悩
殺
ま

で
を
考
え
る
と
次
の
ご
と
く
な
る
。
チ
デ
ソ
ソ
ツ
ェ
ソ
が
残
し
た
と

き
、
そ
の
五
人
の
子
の
う
ち
か
ら
後
継
者
は
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
長
男
ヅ
ァ
ソ
マ
は
出
家
し
て
い
た
の
で
問
題
に
な
ら
な
．
か
っ
た
。

次
男
の
ダ
ル
マ
は
少
し
く
智
能
が
劣
っ
て
い
た
の
で
失
格
し
、
結
局

三
男
の
チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ソ
が
後
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
チ

ツ
ク
デ
ツ
ェ
ソ
は
心
臓
を
病
ん
で
お
り
、
政
治
は
大
駆
に
委
せ
き
り

で
自
ら
は
宗
教
的
行
事
に
力
を
注
い
だ
。
仏
僧
を
信
頼
す
る
こ
と
厚

く
、
大
臣
の
う
ち
に
は
僧
侶
を
も
加
え
て
い
た
。
仏
教
は
宮
廷
の
保

護
で
盛
に
な
っ
た
が
僧
侶
の
勢
力
も
か
な
り
に
伸
び
た
。
八
四
一
年

に
ツ
ェ
ソ
ポ
は
残
し
た
が
、
そ
の
弟
等
二
人
は
既
に
世
を
表
っ
て
い

た
の
で
、
残
る
と
こ
ろ
は
兄
の
ダ
ル
マ
だ
け
で
あ
っ
た
。
王
位
に
即

い
た
ダ
ル
マ
は
最
初
の
二
年
間
は
王
者
ら
し
く
振
舞
っ
て
何
等
問
題

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
恐
ら
く
こ
の
二
年
間
に
僧
侶
特
に
政
治
に
携

っ
て
い
た
僧
侶
と
保
守
的
貴
族
の
間
に
は
権
力
闘
争
が
熾
烈
に
行
わ

れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
貴
族
層
は
二
業
に
分
裂
し
た
。
そ
れ
は
ダ
ル

マ
の
能
力
で
は
屯
は
や
如
何
と
も
し
難
い
と
こ
ろ
ま
で
進
み
、
遂
に

八
四
三
年
に
保
守
的
貴
族
側
は
ダ
ル
マ
を
籠
絡
し
、
大
々
的
な
廃
仏

に
踏
切
っ
た
。
そ
の
結
果
僧
侶
側
か
ら
ペ
ル
ギ
ド
ル
ジ
ェ
が
出
て
、

遂
に
八
四
六
年
ダ
ル
マ
を
暗
殺
し
た
。
暗
愚
な
ダ
ル
マ
に
は
政
治
の

手
加
減
と
か
駆
引
の
手
管
等
と
い
う
竜
の
は
な
か
っ
た
。
彼
は
結
局

先
代
の
チ
ツ
ク
デ
ツ
ェ
ソ
の
播
い
た
種
を
刈
取
る
犠
牲
者
の
役
目
を

背
負
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
回
阪
後
に
右
に
・
取
上
げ
な
か
っ
た
二
三
の
チ
皿
エ
ジ
ュ
ソ
に
記
載
さ

れ
て
い
る
ダ
ル
マ
の
年
代
を
一
瞥
し
よ
う
。

　
第
一
に
ダ
ラ
イ
仏
教
史
で
あ
る
。
こ
の
書
は
一
般
に
年
代
の
記
入

が
頗
る
乏
し
く
、
紀
年
研
究
に
は
好
材
料
と
は
な
ら
な
い
が
、
ダ
ル

マ
に
関
し
て
も
そ
の
傾
向
は
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
そ
の
事
蹟

に
つ
い
て
は
他
書
と
同
程
度
の
量
を
持
ち
な
が
ら
、
年
代
の
記
載
に

つ
い
て
は
何
等
施
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
唯
関
聯
事
項
は
、
レ
ー
パ
チ

　
　
⑳

エ
ソ
が
、
　
「
癸
酉
の
年
。
財
β
ヨ
。
び
矯
帥
に
斌
せ
ら
れ
た
」
こ
と
が
．

あ
る
だ
け
で
あ
る
が
（
＜
一
）
嗣
ド
　
唱
・
軽
腿
ρ
）
、
癸
酉
の
年
は
、
八
四
一
年

前
後
に
求
め
れ
ば
八
五
三
年
よ
り
他
は
な
い
。
し
か
し
八
五
三
年
で

は
、
こ
の
頃
は
古
代
王
朝
が
崩
壊
し
た
後
で
あ
る
か
ら
澗
題
に
な
ら
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な
い
q
恐
ら
く
癸
酉
は
辛
酉
♂
ρ
σ
Q
ω
日
○
げ
蜜
9
の
誤
と
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
重
大
な
年
代
の
誤
は
第
五
代
ダ
ラ
イ
の
権
威
に

も
拘
る
失
敗
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
パ
ク
サ
ム
ジ
ョ
ソ
サ
ソ
は
そ

の
年
代
集
成
の
と
こ
ろ
に
ダ
ラ
イ
仏
教
史
を
引
い
て
い
る
が
、
そ
れ

に
は
癸
酉
を
辛
酉
と
書
換
え
て
い
る
（
や
Q
り
｝
N
・
や
H
α
①
）
。
多
分
パ
ク

サ
ム
の
著
者
は
ダ
ラ
イ
仏
教
史
の
誤
を
完
全
な
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
テ
ー

ク
と
見
な
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
は
バ
ク
サ
ム
ジ
ョ
ソ
サ
ソ
で
あ
る
。
パ
ク
サ
ム
の
年
代
集
成

の
項
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
チ
コ
エ
ジ
ュ
ソ
類
の
紀
年
を
丹
念
に
掲
げ
、

最
後
に
自
ら
の
調
整
案
を
出
し
て
い
る
②
そ
れ
に
は
（
℃
Q
。
臼
N
も
払
鵯
）
、

　
レ
ー
パ
チ
ェ
ン
は
丙
戌
の
年
（
八
○
穴
）
生
れ
に
て
、
了
酉
の
年
（
八
一
七
）

　
か
ら
王
と
な
り
た
る
も
、
丙
辰
の
年
（
八
二
六
）
に
斌
せ
ら
れ
た
り
。
ラ

　
ン
ダ
ル
（
マ
）
は
癸
宋
の
年
（
八
〇
三
）
生
れ
に
て
、
　
〔
つ
い
で
〕
看
主

　
と
な
り
た
る
が
辛
酉
の
年
（
八
四
一
）
に
殺
さ
れ
た
り
。

と
あ
り
、
明
か
に
テ
プ
ゴ
ソ
の
シ
ナ
王
統
の
紀
年
に
従
っ
て
い
る
。

し
か
も
遺
憾
な
こ
と
に
は
、
両
王
の
生
年
を
除
い
て
は
他
は
全
部
誤

っ
て
お
り
、
問
題
に
な
ら
な
い
。

　
第
三
は
そ
の
書
か
れ
た
年
代
か
ら
い
え
ば
パ
ク
サ
ム
の
前
に
来
る

が
、
有
名
な
蒙
古
源
流
国
a
Φ
蝕
図
貯
み
。
ぴ
α
一
で
あ
る
。
こ
の
書
が

王
統
鏡
の
系
統
を
引
く
で
あ
ろ
う
こ
と
は
従
来
屡
々
説
か
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
書
込
ま
れ
た
諸
事
件
に
つ
い
て
著
者
サ
ガ
ソ
セ
チ
ェ
ソ

ω
ρ
養
類
σ
Q
ω
＆
窪
は
丹
念
に
干
支
を
以
て
年
代
を
入
れ
て
い
る
。
シ

ュ
ミ
ッ
ト
H
●
い
ω
O
げ
ヨ
誌
げ
は
そ
れ
に
西
暦
を
併
記
し
て
い
る
が
、

彼
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
チ
ョ
エ
ジ
ュ
ソ
類
が
、
廃
仏
の
蒼
黒
（
八

四
一
）
と
ア
テ
ィ
シ
ャ
の
入
蔵
（
一
〇
四
二
）
の
間
に
六
十
週
年
を
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

回
脱
落
し
て
い
る
の
を
知
ら
な
か
っ
た
。
従
っ
て
そ
の
逆
算
は
、

　
ダ
ル
マ
の
史
生
　
　
癸
未
（
八
六
三
）

　
〃
　
　
　
即
位
　
　
辛
酉
（
九
〇
　
）

　
〃
　
　
　
死
　
　
　
乙
酉
（
九
二
五
）

と
な
る
が
、
勿
論
こ
れ
ら
に
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
シ
ュ

ミ
ッ
ト
の
西
暦
換
算
を
誤
と
し
、
年
代
を
更
に
六
十
年
遡
ら
せ
て
八

〇
三
、
八
四
一
、
八
六
五
年
と
し
た
な
ら
ば
ど
う
か
。
前
二
者
は
チ

ベ
ヅ
ト
の
古
伝
承
に
一
致
し
、
真
実
を
伝
え
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

死
の
八
六
五
年
だ
け
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
サ
ガ
ソ
セ
チ
ェ

ソ
が
こ
の
八
六
五
年
を
何
に
よ
っ
て
導
き
出
し
た
の
か
は
不
明
と
す

る
他
は
な
い
が
、
或
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
よ
く
利
用
し
て
い
る
ボ
デ
ィ

メ
ル
む
d
O
α
三
ヨ
α
尺
等
に
こ
の
謎
を
解
く
…
鍵
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
結
論
は
次
の
ご
と
く
な
る
。
チ
ベ
ッ
ト
の
古
伝
承
は
竜
と
も
と
ダ
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ル
マ
の
在
位
年
次
に
つ
い
て
正
確
な
事
実
を
伝
え
て
い
た
。
　
一
方
唐

側
も
前
代
の
チ
ッ
ク
デ
ツ
ェ
ソ
に
つ
い
て
は
確
実
な
紀
年
を
持
っ
て

い
た
。
し
か
し
中
国
側
で
唐
史
を
編
纂
す
る
と
き
、
補
国
史
に
誤
ら

れ
て
こ
の
二
代
の
紀
年
を
混
乱
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
混

乱
し
た
紀
年
が
チ
ベ
ッ
ト
側
に
持
込
ま
れ
、
更
に
チ
ョ
エ
ジ
ュ
ソ
類

の
記
述
を
混
乱
さ
せ
た
。
こ
の
場
合
混
乱
の
貴
任
は
明
か
に
中
国
側

文
献
献
に
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
側
は
被
虫
隅
者
の
立
瑚
笏
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
チ
ベ
ヅ
ト
史
家
に
は
そ
の
誤
が
最
後
ま
で
意
識
さ
れ
ず
、
混

乱
は
そ
の
ま
ま
持
越
さ
れ
て
現
代
の
史
家
ま
で
及
ん
だ
。
そ
れ
は
種

種
に
論
議
さ
れ
な
が
ら
最
初
の
出
発
点
の
誤
が
最
後
ま
で
発
見
さ
れ

な
か
っ
た
稀
な
例
の
一
つ
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

①
　
　
鼠
W
》
：
H
づ
け
触
O
畠
償
O
け
一
〇
昌
”
℃
℃
・
！
、
臨
’
習
一
渥
’
℃
．
継
刈
◎
古
代
史
一
二
ハ
習
貝
。
　
二
佐

　
藤
長
「
チ
ベ
ッ
ト
古
代
史
研
究
の
一
問
題
」
　
『
古
代
文
化
』
第
九
巻
　
号

　
＝
　
頁
。

②
　
サ
キ
ャ
パ
の
ラ
グ
パ
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
（
一
一
四
七
－
一
二
一
六
）
は
難
甲

　
春
未
見
で
あ
る
が
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ス
ン
氏
の
説
く
と
こ
ろ
に
従
っ
て
お
く

　
（
日
舅
ら
．
鵯
）
。

③
ケ
！
ぺ
ー
ガ
ト
ソ
の
史
料
的
価
値
は
ト
ゥ
ッ
チ
氏
に
よ
っ
て
唱
導
さ
れ

　
て
か
ら
諸
家
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
る
研
究
の
進
歩
は
螢

　
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
ト
ゥ
ッ
チ
氏
は
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ト
ン
か

　
ら
チ
ソ
ソ
デ
ツ
ェ
ン
の
詔
勅
二
通
、
チ
デ
ソ
ン
ツ
ェ
ン
の
詔
勅
を
μ
ー
マ

　
ナ
イ
ズ
し
て
紹
介
し
、
こ
れ
を
利
詳
し
て
古
代
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
適
期
酌

　
な
研
究
を
出
し
た
（
日
8
国
）
。
　
又
私
も
こ
れ
に
よ
り
古
代
史
の
重
要
問
題

　
を
種
々
に
検
一
三
し
た
（
古
代
史
）
。
　
鳳
取
近
は
リ
チ
ャ
…
ド
ス
ン
氏
が
ダ
ル

　
マ
王
の
紀
年
問
題
で
こ
れ
を
利
燈
し
て
い
る
（
日
H
菊
）
。
パ
ー
ウ
ォ
の
略
歴

　
及
び
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ト
ン
に
つ
い
て
は
古
代
史
八
六
頁
誰
①
を
参
照
さ
れ
た

　
い
。

④
　
ク
ト
ン
の
略
歴
は
テ
プ
ゴ
ン
に
出
て
い
る
（
じ
ご
〉
●
ワ
リ
。
。
）
。

⑤
・
ギ
ュ
エ
チ
ェ
ン
モ
は
ケ
ー
ペ
…
ガ
ト
ン
に
引
用
さ
れ
て
い
る
内
容
及

　
び
著
漸
の
生
存
年
代
か
ら
考
え
て
、
ダ
ル
マ
死
後
ア
テ
ィ
シ
ャ
入
蔵
ま
で

　
の
空
酒
を
埋
め
る
の
に
重
要
な
史
料
を
提
供
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を

　
探
し
除
す
の
は
学
界
の
急
務
で
あ
ろ
う
。

⑥
論
賛
は
薪
伝
の
論
賛
熱
が
斑
し
く
む
ゴ
ご
謎
げ
簿
ω
碧
冨
｝
｝
醇
と
還
元
さ

　
れ
る
。
逓
鑑
、
冊
府
の
論
普
熱
も
誤
で
あ
ろ
う
。

⑦
悉
糧
謀
の
事
件
の
処
理
に
は
牛
李
の
党
争
が
諮
ん
で
い
た
。
前
に
私
は

　
こ
れ
を
二
三
五
年
（
古
代
史
穴
一
三
翼
）
又
は
太
和
六
年
と
し
（
霜
曇
史

　
六
九
六
頁
）
、
　
矛
盾
し
た
記
載
を
残
し
た
が
、
爾
波
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば

　
太
和
五
年
が
正
し
い
と
い
う
（
蠣
波
護
「
中
世
嵐
只
族
制
の
山
朋
壊
と
群
召
制

　
i
牛
李
の
党
争
を
乎
が
か
り
に
一
」
　
『
東
洋
史
研
究
漏
巻
二
十
一
巻

　
三
号
五
｝
貝
）
Q

⑧
チ
ソ
ン
デ
ツ
ス
ン
の
死
は
貞
元
十
三
年
（
七
九
七
）
で
あ
っ
た
が
、
そ

　
の
正
式
の
子
心
使
が
到
鳶
し
、
唐
側
の
哀
悼
の
使
者
が
爵
発
し
た
の
は
頁

　
元
二
十
年
（
八
〇
四
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
聞
は
姻
境
で
劇
烈
な
戦
闘
が
繰

　
返
さ
れ
て
お
り
（
賞
代
史
五
八
六
買
）
、
　
こ
れ
が
逓
告
の
遅
れ
た
電
閃
で

　
あ
っ
た
。
最
も
遅
れ
た
の
樵
こ
の
例
だ
け
で
、
他
は
す
べ
て
｝
二
年
以
内
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ダルマ王の在位年次について（佐藤）

　
に
使
者
が
到
着
し
て
い
る
。

⑨
　
冊
府
巻
九
八
○
外
臣
部
通
好
に
は
、

　
　
武
宗
会
昌
二
年
十
　
月
、
吐
蕃
賛
普
卒
、
遣
使
論
普
熱
入
朝
告
哀
、
遣

　
　
将
作
業
鑑
李
景
入
蕃
喪
祭
。

　
と
あ
る
が
、
十
一
月
｛
は
や
は
ゆ
十
二
月
の
誤
と
考
え
ら
れ
る
。
ム
ム
田
嗣
二
年

　
の
十
一
月
に
は
丁
卯
の
口
は
な
い
。
又
門
論
普
熱
」
は
諮
⑥
に
述
べ
た
ご

　
と
く
論
替
一
熱
の
誤
、
　
「
本
†
景
」
は
本
学
糊
外
の
誤
で
あ
ら
う
。

⑩
　
ギ
ャ
イ
グ
ツ
ァ
ソ
は
新
伝
か
ら
直
接
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
正
確

　
に
い
え
ば
、
ギ
ャ
イ
グ
ツ
ァ
ン
の
材
料
は
通
鑑
長
編
で
あ
り
、
こ
れ
に
新

　
伝
が
参
照
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
詳
細
は
別
建
で
述
べ
る
。

＠
　
丙
辰
の
年
開
成
元
年
に
チ
ッ
ク
デ
ツ
ェ
ソ
が
残
し
た
と
い
う
記
録
は
如

　
何
に
も
奇
妙
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
の
書
の
材
料
は
遡
れ
ば
漢
丈
献

　
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
漢
文
献
に
は
こ
の
年
に
ツ
澱
ソ
ポ
の
交
代
が
あ
っ

　
た
と
す
る
記
事
は
｝
切
紫
無
だ
か
ら
で
あ
る
。
或
は
開
成
露
年
が
転
写
の

　
際
に
元
年
と
誤
ら
れ
、
そ
れ
が
丙
辰
の
年
と
し
て
ギ
ャ
イ
グ
ツ
ァ
ソ
に
定

　
着
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ウ
ラ
ン
史
を
引
い
て
い
る
テ
プ
ゴ
ソ

　
も
勿
論
婆
様
の
年
代
を
記
し
て
い
る
（
じ
ご
〉
も
・
給
）
。
し
か
し
何
れ
に
せ

　
よ
こ
の
紀
年
は
歴
史
的
購
実
で
は
な
い
。

⑫
ギ
ャ
ボ
ェ
自
体
の
う
ち
に
、
霊
要
事
件
の
年
代
を
数
え
た
と
こ
ろ
で

　
（
O
切
．
や
①
り
騨
）
、

　
　
癸
亥
　
（
一
二
六
ゴ
一
）
　
よ
h
ソ
丙
戌
　
（
一
四
〇
六
）
　
藷
工
で
算
・
）
れ
ば
蒼
四
…
∴
1

　
　
豊
年
過
ぎ
た
り
。
そ
れ
よ
り
現
在
の
膨
面
（
一
四
九
四
）
八
白
中
央
に

　
　
あ
り
し
年
ま
で
八
十
九
年
過
ぎ
た
り
。

　
と
あ
る
の
で
、
こ
の
書
の
著
作
年
次
は
一
四
九
四
年
澗
ち
明
の
弘
治
七
年

　
と
碓
定
で
き
る
。

⑬
　
ギ
ャ
ボ
ェ
は
チ
ソ
ソ
デ
ッ
ェ
ン
の
誕
生
を
庚
午
の
年
と
し
て
い
る
が

　
（
○
切
．
℃
．
爲
瞬
σ
）
、
丙
戌
の
年
（
八
○
穴
）
か
ら
七
十
六
年
逆
算
す
れ
ば
、

　
庚
午
の
年
・
は
七
三
〇
年
と
な
る
。
し
か
し
敦
厳
罰
文
誰
陪
吐
蕃
年
代
詑
に
よ
れ

　
ば
、
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ソ
の
生
年
は
確
実
に
馬
の
年
七
四
二
年
で
あ
る
（
古

　
代
史
｝
血
○
壷
ハ
頁
）
。

⑭
　
十
二
歳
で
の
即
位
は
誤
で
“
十
歳
が
正
し
い
。
何
と
な
れ
ば
彼
の
即
位

　
は
八
一
五
年
が
正
し
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
二
十
四
年
の
在
位
と
あ
る

　
の
も
二
十
七
年
の
誤
で
あ
る
（
四
〇
頁
）
。

⑮
　
女
性
の
名
に
マ
ソ
ポ
ジ
ェ
は
お
か
し
い
。
敦
燈
交
書
吐
蕃
王
統
記
に
よ

　
れ
ば
チ
ツ
ク
デ
ツ
エ
ン
、
ダ
ル
マ
の
母
は
ロ
氏
ラ
ー
ギ
ェ
ル
マ
ソ
モ
ジ
ェ

　
倒
び
壇
O
N
勲
蜀
即
H
α
q
《
巴
轟
轟
ず
ヨ
◎
昌
。
と
あ
る
か
ら
（
古
代
史
八
二
五

　
頁
）
、
マ
ン
モ
ジ
ェ
が
正
し
い
。

⑯
　
後
駆
に
よ
れ
ば
フ
ソ
ジ
ェ
ぴ
プ
に
類
ユ
¢
が
当
然
こ
こ
に
あ
る
べ
き
で
あ

　
る
。
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ト
ソ
で
は
フ
ソ
ジ
ェ
は
ラ
ジ
ニ
い
プ
斜
ユ
①
　
と
書
か
れ

　
（
℃
づ
宣
も
」
ω
二
二
）
、
　
ブ
ト
ソ
は
こ
の
二
人
を
一
人
と
見
な
し
ラ
ジ
ェ

　
フ
ソ
ド
ゥ
ヅ
と
し
、
他
に
チ
チ
ン
ボ
囚
財
ユ
。
財
。
β
唱
。
を
加
え
て
い
る

　
（
古
代
史
八
六
四
頁
）
。
　
他
の
書
は
｛
毅
に
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ト
ン
と
同
様
で

　
あ
る
。

⑰
　
次
に
引
翔
す
る
新
徴
に
は
尚
恐
熱
と
あ
る
が
、
論
恐
熱
が
正
し
い
。
新

　
伝
に
は
姓
末
と
あ
り
、
私
は
前
に
ラ
ゥ
フ
ァ
ー
ご
ご
霧
夢
○
嵐
い
斜
無
2
に

　
従
い
「
末
漏
は
バ
ル
掴
σ
巴
で
あ
ろ
う
と
し
た
が
（
露
代
史
七
〇
七
頁
註

　
⑳
）
、
今
バ
ー
O
σ
欝
密
と
訂
正
し
た
い
。
ケ
ー
ペ
ー
ガ
ト
ソ
に
、
ダ
ル
マ

　
死
後
に
ド
カ
ム
　
翼
（
ざ
薫
属
正
切
で
反
乱
を
起
し
た
者
に
バ
ー
・
諏
シ
ェ
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ル
レ
グ
テ
ソ
け
げ
斜
廿
ω
犀
財
○
ぴ
。
弓
ゲ
①
凪
♂
σ
q
白
n
馨
⑦
臣
が
凋
り
斗
そ
れ
よ
り
ロ

　
氏
如
σ
巴
○
、
　
バ
ー
氏
Q
Q
び
9
ω
（
1
1
0
げ
伊
げ
ω
）
の
抗
争
が
続
い
た
と
い
う
か

　
ら
、
バ
ー
・
コ
シ
ェ
ル
は
バ
；
の
ロ
ン
諏
ン
シ
ェ
ル
と
同
一
人
で
あ
ろ
う
。

　
ロ
氏
は
勿
論
こ
の
際
尚
碑
碑
の
本
姓
没
嶽
氏
（
本
交
引
用
岸
伝
参
照
）
を

　
指
す
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
尚
リ
チ
ャ
ー
ド
ス
ン
氏
は
チ
デ
ソ

　
ソ
ツ
ェ
ン
の
詔
勅
（
℃
β
室
℃
」
ω
O
げ
）
　
に
盟
誓
者
と
し
て
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of　the　small　clans　“in　the　second　group”　realizing　the　clan’s

opinion　through　them　and　growing　to　the　anti－Shogunate　faction．

On　the　Reigning　Period　of　King　Dar－ma　of　Ancient　Tibet

　　　　　by

Hisashi　Sat6

　　There　have　been　many　opinions　about　the　reigning　period　of

king　Dar－ma，　such　as　Peeech，　Tucci，　Aoki，　Nal〈ane，　Richardson，

and　so　on　；　each　of　which　is　wrong　or　unsatisfactory，　because　of

many　kinds　of　description　in　the　Chinese　and　Tibetan　literatures

which　were　used　for　its　researching．　The　essential　reason，　as

the　writer　thinks，　is　as　follows；　the　mistaken　description　iB　the

Pu－kblo－shih補国史was　adopted　in　the　Hsin－t’ang－shu新唐書and

Tzu－ch’ih－t’％％9－chien資治通鑑and　introduced　int6　the　Tibetan　re－

source　as　lt　was．　lt　is　right　to　consider　that　the　reignlng　period

of　1〈ing　Dar－ma　should　be　841－846，　and　the　time　of　that　famous

abolitiQn　of　Buddhisin　shou1d　be　in　843．　Though　the　king　was

said　to　be　a　tyrant，　as　his　intellect　was　low，　he　might　be　made

use　of　by　the　anti－Buddhism　faction，　drawn　into　the　struggle　for

powei’　between　aRti一　and　pro－Buddhism　in　the　court．

M：en’s　Head－gears　in　the　Han漢DyRasty

by

Minao　Hayashi

　　There　are　many　pictorlal　and　sculptural　materials　as　an　impor－

tant　researching　source　on　the　cominunity，　economics　and　daily

llfe　i1？the　Han漢era．　When　we　try　to　use　them　as　a　material

・of　our　historical　study　and　consider　the　expressed　content，　it　is

essential　for　us　to　judge　the　position　and　occupation　of　the　ex一

．　pressed　persons　in　t13em；　especia11y　headgears　are　to　be　its　chlef

standard．　The　writer，　according　to　the　description　of　”Treatise

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　867　）


